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安全上のご注意

安全のために次のことは必す守つてください

本書は汎用プログラマブルコントローラPROSEC Tl(以 降Tlと 称す)のオプション機能の仕様、取扱いや注

意事項について説明しています。

Tlを 安心して使用頂くために、取り付け、運転、保守、点検の前に必す本書と関連取扱説明書を熟読し、機器

の知識、安全情報、そして留意事項について習熟してから正し<使 用してください。

【重要事項につしヽて】

1.Tlは 、一般産業機器(各種製造ライン、工作機械など)に使用されることを意図して設計、製造されたもの

です。

人命にかかわるような状況下で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目的として設計、製造

されたものではありません。Tlを 輸送機器(列車など)、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中継用機

器あるしヽはシステムなど、特殊用途にご使用の場合には、事前に販売担当までご相談ください。

2.Tlは 厳重な品質管理のもとに製造しておりますが、万一Tlが 故障することにより人命にかかわるような重

要な設備及び重大な損失の発生が予測される設備への適用に際しては、重大事故にならないように必す安

全装置を設置してください。

3.Tlは 取り付け・配線・使用・保守について、制御機器取扱いの一般知識がある方を対象としています。取扱い

を誤つた場合には、感電,火災・故障・誤動作の恐れがありますので、制御機器取扱しヽ知識および電気的知識

が不十分な方は、取り付け・配線・使用・保守は避けて、専門知識のある方に依頼して作業してください。

4.本 書および剛冊の関連資樹は、プログラマブルコントローラおよび制御機器取扱いの一般知識がある方を対

象に記載じております。記載内容に不明な点がありましたらご質問ください。
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安全上のご注意

安全のために次のことは必す守つてください

【警告マークについて】

本書では、安全事項ランクを「危険」「注意」に区別してあります。

:取扱いを誤つた場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける可能

性が想定される場合。

:取扱しヽを誤つた揚台に、危険な状況が起こりえて、中程度の障害や軽傷を受ける

可能性が想定される場合、および物的損害の発生が想定される場合。

△ 注意

◇ 危険

△ 注意

な お に記載した事項でも、状況によつては重大な結果に結びつく可能性が

あります。いすれも重要な内容を記載じていますので必す守つてください。
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安全上のご注意

＼_

安全のために次のことは必す守つてください

【取り付けについて】

△注意
1.本 書に記載の環境で使用じてください。

高温、多湿、塵峡、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、故障、誤動作の

原因となることがあります。

2.本 書に記載の取り付け方法に従って取り付けてくださしヽ。指定方向以外の取り付け、または取り

付けに不備がありますと、落下、火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

3.Tlの 取り付けおよび端子台の着脱は、必す電源を切つた状態で行つてください。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

4.Tlの ユニット内に電線くすなどの実物が入ることのないようにしてください。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

【配線につしヽて】

△注意
1.ケ ーブルの配線は必す電源を切つた状態で行つてください。

電源が入つた状態での配線作業は感電の恐れがあります。

2.Tlの 配線は、サヤ付きの圧着端子を用いるか、テープで被覆するなどして、導電部分が露出し

ないようにしてください。また、端子台カバーは脱落、破損のないように取扱い、配線終了時には

端子台カバーを端子台に確実に取り付けてくださしヽ。導電き『が露出していると感電の恐れがあり

ます。

3.必 す接地を行つてください。

接地しない揚含、感電、誤動作の恐れがあります。

4.定 格にあった外部電源を接続してください。定格と異なつた外部電源を接続すると爆発、火災の

恐れがあります。

5.配 線作業は、資格のある専門家が行つてくださしヽ。

配線を誤ると火災、故障、感電の恐れがあります。

-  
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安全上のご注意

安全のために次のことは必す守つてください

【使用上の注意】

◇ 危険

1,非 常停止回路、インターロック回路などはTlの 外部で構成してください。Tlに 故障、誤動作が

生じた場合、人身事故に到る危険性があります。また、機械の破損をまねく恐れもあります。

△注意
2.通 電中はTlお よび1/Oモ ジュ

ールの端子台カメヽ―を必す付けた状態で使用し、端子には絶対に

触らなしヽでください。

感電の恐れがあります。

3.強 制出力、RUN(運 転)、HALT(停 止)などの操作は十分安全を確認して行つてください。操作

ミスや安全確認の念りにより、機械の破損や事故が起こる恐れがあります。

4.電 源は次の順序で投入するように外部回路を構成じてください。

Tl本 体の電源投入→1/0モジュールと外吉『負荷電源投入

この投入順序が守られていない場合、誤動作により機械の破損や事故の恐れがあります。

5.Tl本 体や1/0モジュールの動作設定スイッチ、ジヤンパ
ーは、指定された設定方法および内容を

設定してください。

指定外の設定は故障、誤動作の原因となります。

6.オ プションカードはTl専 用、1/Oモ ジュールはT1/T2/T2E/T2N専 用ですので、必すTl

本体および専用ベースユニットに取り付けて使用してください。単独での使用および他の用途ヘ

の使用はおやめください。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因となります。
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安全上のご注意

安全のために次のことは必す守つてください

【使用上の注意】

△注意
7.1/Oに 供給する外部電源はできるだけ負荷電源と共用にしてください。これができない場合は、

外部電源と負荷電源が同時にオフするようシステムを構成してください。

システムの安全上 必ヽす負荷電源をTl本 体の電源よりも先にオフするようにしてください。これ

が守られていない揚合、機械の破損、事故の恐れがあります。

8。 出力回路には過負荷保護のため、電流谷量に合ったヒューズを外部回路に取り付けてください。

負荷短縮などにより機械の破損や事故の恐れがあります。

9,1/Oモ ジュールのベースユニットヘの装着は、カチッと音がするまで押し込み、抜ける、ぐらつく

ということがないよう確実に固定されていることを確認してください。

装着が不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因となります。

lα煙が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用しないでください:

火災や感電の原因となります。

このような場合は直ちに全ての電源を切り、支社店(販売店)またはサービス代理店に連絡してく

ださしヽ。

お客様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないでください。

取扱説明書中に記載のサンプルプログラムは、お客様にて動作確認を行つた後使用してくだ

さい。

誤動作による事故を防ぐために、運用前に十分確認を行つてください。



安全上のご注意

安全のために次のことは必す守つてください

【保守について】

△注意
1.Tlユ ニット・1/Oの 交換、および端子台・配線ケ

ーブルの着脱は、必す電源を切つた状態で行つ

てください。

電源が入つたままの状態で作業しますと感電の恐れがあり、また誤動作、故障の原因となること

があります。

2.1/Oモ ジュールのヒューズは指定品と交換してください。

指定品以外を使用しますと火災、故障の原因となります。

3.シ ステムを常に正常に保ち、不要なトラブルを末然に防ぐために、日常点検、定期点検、清掃を

実施してください。

4.Tlが 正常に動作しない場合は、「トラブルシュ
ーティング」を参者に確認してくださしヽ。故障発生

時は、支社店(販売店)またはサービス代理店に連絡し、返却および修理依頼をじてください。

５

当社または指定サービス店以外での修理では動作および安全の保障は致

しかねます。

リレー出力に使用している有接点リレ
ーは接点の磨耗による寿命があります。本書に記載の関閉

寿命を確認して、毒命を越えないように使用してください。また寿命を越える場合はモジュ
ール

を交換してください。リレーの接点毒命を越えると接点の接触不良で出力異常が発生し、機械破

損や事故の恐れがあります。

Tl本 体・オプシヨンカード・1/Oモ ジュ
ールのハードウエアの分解、改造、およびOSな どのソフト

ウェアの改造は絶対に行わないでください。

故障、誤動作により火災、感電、ケガの恐れがあります。

点検時に電源端子部にて電源電圧を測定する場合は、十分注意じて作業を行つてください。

感電の恐れがあります。

７
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安全上のご注意

製品廃棄に関するお願い

製品の廃棄は次のように行って<だ さしヽ。

●製品の廃棄  Tl本 体ユエットおよび1/Oを 廃棄する場合は通常の廃棄物とは区別し、

産業廃棄物として処理してください。
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安全上のご注意

本文中での使用マークについて

【本文中でのマークについて】

次に示すワクは本書の中で必す読んでいただきたい箇所についています。

Tlの 取扱いや操作方法などで特に留意していただきたいことが書かれています。必すお読みくだ

さい。
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1章 オプションカード

イ. オプションカード

Tl-40は 、オプションカード(超J 型ヽ1/Oカード)をTl本 体に組み込むことで入出力を増設するこ

とができます。

Tl-40に はオプションカード用のスロットを2スロット備えていますので2枚まで装着できます。

。1 入出カカード

オプションカードの入出力には以下に示す種類のものがあります。

オプションカード(D1116,D0116,DDl16)の外部1/Oコネクタは添付されていませんので手配してく
ださしヽ。

(D1116/D0116/DDl16用 1/Oコネクタ)

Tl-16と Tl-28に はオプションカードは装着できませんので注意してく

ださい。

型式 仕  様 電  源

D1116 16ァ点,こ旬 DC24V-5mA

DC5V
本体ユニットより供給

D0116 16点 トランジスタ出力 DC24V-100mA

DDl16 8点 入力 DC24V-5mA
+8点 トランジスタ出力 DC24V-100mA

AD121 0～20mA/0～ 5V入 力 lch.12ビ ット
AD131 ±10V入 力 lch.12ビ ット

DA121 0～20mA出 力 lch.12ビ ット

DA131 ±10V出 力 lch。12ビット

型式 概  略 お害様手配の場合 (富士通製)

PT15S ハンダ付けタイプ
男禾2夕 |:8牌:‖1淵を1斐

U 
  路載矩
で

PT15F フラットケーブルタイプ
(圧接タイプ) ノ〕テヽ2夕  |::‖E:‖子18:IEど

UイFlキ
岳ますこ
で
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1章 オプションカード

1.1.1 外観

(DC入出カカード)

鎗

(アナログ入出カカード)
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1章 オプションカード

・外形寸法

単位imm

・本体に装着した時の突出寸法

オプションカード 配線 突出寸法(A)

D1116/D0116/DDl16 コネクタ 約55mm

AD121/AD131/DA121/DA131 端子台 約16mm
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1章 オプションカード

1.1.2入 出力仕様

016点 DC入 力

項 目 D1116

入力電圧 DC24V+10%、 -15%

ON時 印司電圧 1860V以 上

OFFBき残留電圧 6.OV以 下

入力電流 約5mA(DC24V)

入力点数 16点

ONデ ィレー 1 0rns以下

OFFデ ィレー 10ms以 下

ディレーティング条件 次ページ参照

外部接続 24Pコ ネクタ
コモン構成 コモン数 ２

1コモン当たりの出力

点数
8点

コモン極性 無極性

1/0書」付 Xl W

絶縁耐圧 AC1 500V/1分 間

消費電流 50mA(DC5V)以 下

重曇 約50宮

回路構成

0

1

7

COM0

8 い

F 碍

COMl ◎―→
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1章 オプションカード

外部接続図 コネクタ

オプションカード1/0コ ネクタ
ハンダ付タイプ :TPT1 5S*AS
圧接タイプ  :TPT1 5F*AS

(入カディレーティング条件)

周囲温度により、同時ON点 数には下図のディレーティング条件があります。

入力時ON点 数(1コモン当り)

周囲温度(℃)
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1章 オプションカード

016点 DC出 力

項 目 D0116

負荷電源 DC5-24V+10%,-5%

出力ON電 流 100mA/点 (負荷電圧24V時 )

20rnA/点  (負商電圧5V時 )

800mA/コ モン

ON崎 飽禾B電圧 0.4V以 下

出力点数 16点

出力形態 シンク出力

ON7~trレ ー l ms以 下

OFFデ ィレー 2ms以 下(tyo.)

出力OFF時 リーク電流 100ュ A以 下

外部接続 24Pコ ネクタ

コモン構成 コモン数 ２

1コモン当たりの出力

点数

8点

コモン極性 一 極

1/0督」付 Yl W

絶縁耐圧 AC1 500V/1分 間

消費電流 50mA(DC5V)以 下

重塁 約50g

回路構成

０ＭＯ

１

７

Ｃ

‐
■―一一<》Vi n l

十一―Ⅲ9 8

中 F

十一―一―(》COMl
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1章 オプションカード

外部接続図 コネクタ

２

ＢＡ
２

オプションカード1/0コネクタ
ハンダ付タイプ :TPT1 5S*AS
圧接タイプ  :TPT1 5F*AS
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1章 オプションカード

08点 DC入 力/8点 DC出 力

項 目 DDl16

入

カ

入力電圧 DC24V+10%,-15%

ON時 印司電圧 18.OV以 上

OFF時 残留電圧 6.OV以 下

入力電流 約5mA(DC24V)

入力点数 8点

ONデ ィレー 10ms以 下

OFFデ ィレー 10ms以 下

ディレーティング条件 次ページ参照

ヨモン構成

コモン数

1コモン当たりの出力

点数

8点

コモン極性 無極性

出

カ

負荷電源 DC5-24V+10%,-5%

出力ON電 流 1 00rnA/点 (負荷電圧24V時 )

20mA/点  (負荷電圧5V時 )

800rnA/コ モン

ON崎 飽和電圧 0.4V以 下

出力点数 8点

出力形態 シンク出力

ONデ ィレー l ms以 下

OFFデ ィレー 2ms以 下(typ.)

出力OFF時 リーク電流 100芝 A以 下

コモン構成

コモン数

1コモン当たりの出力

点数

8点

コモン極性 ―極

外部接続 24Pコ ネクタ

1/0書」付 X+Y2W(XWn,YWn+1)

絶縁耐圧 AC1 500/1分 間

消費電流 50mA(DC5V)以 下

重曇 約50g

回路構成

1

7

COMl

- 8 -



1章 オプションカード

COMl

7

外吉B接続図 コネクタ

オプションカード1/0コネクタ
ハンダ付タイプ :TPT1 5S*AS
圧接タイプ  :TPT1 5F*AS

(入カディレーティング条件)

周囲温度により、同時ON点 数には下図のディレーティング条件があります。

入力時ON点 数(1コモン当り)

周囲温度(℃)

- 9 -



1章 オプションカード

○アナログ入力

項 目 AD1 21 AD1 31

定格入力範囲 0～ 5V 0～ 20 mA ±10V

最大許容過負荷 ±7V ±25 mA ±13V

入カインピーダンス lMΩ 以上 250Ω lMΩ 以上

入力点数 点

分解能 12ビ ット

総合精度 ±0.5%FS:25℃
±1%FS:0～ 55℃

変換サイクル 2ms

外吉8電源 なし

モード切替設定 ジャンノ将一

プラグなし
ジャンノ将―

プラグあり
(出荷時)

外部接続 2ピン替脱式端子台

1/0書 」付 Xl W

絶縁耐圧 AC500V/1分 間

消費電流 260rnA(DC5V)

重曇 約50宮

回路構成

P o

No=l

AMP

AG
ンパプラグ」Plは AD1 21の みです。
' ジャンブヽなし:0～5V
・ ジャンパあり:0～20mA

(工揚出荷時設定)

端子接続図

ケーブルはシールド付き2芯ツイストペアケーブルを使用し、シールドは

確実に片側(オプションカード側)で接地してください。

-10-



1章 オプションカード

データ形式

(1)AD1 21(0～ 20mA/0～ 5V)

・AD変 換

デジタル値

鯛
0～20m A時 :D=200× A
O-5V口き :D=800× A
A:アナログ値
D:デジタル値

iアナログ値
０

　

・

５

１

２

20(mA)

5(Ⅵ

データ形式

F E D Ａ ３ ０

XW

D:デ ータビット(12ビット)
*:常 晴
“
0"に固定

(2)AD1 31(± 10V)

・AD変 換

デジタル値

0～ 4000(H0000～ HOFAO)

D=200× A

A:ア ナログ値
D:デ ジタル値

5  1oアナログ値(V)

データ形式

F E D Ａ ９ ５ ０

S:符号 0=正 ,1王 負
Diデータビット(11ビット) -2000～ 2000(HF830～ H07DO)
負の数は2の補数表現

＊ ＊ ＊ ＊ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ ＤXW

-  

1 1  
-



1章 オプションカード

○アナログ出力

項 目 DA1 21     1     DA1 31

定格出力範囲 0～ 20mA ±10V

負荷インピーダンス 600Ω 以下 10kΩ 以上

出力点数 点

夕)角畢含ヒ 12ビ ット

総合精度 ±0.5%FS:25℃
±1%FSiO～ 55℃

変換サイクル 2ms

外部電源 なし

外部接続 2ピン着脱式端子台

1/0書」付 Yl W

絶縁耐圧 AC500V/1分 間

消費電流 350mA(DC5V) 240rnA(DC5V)

重曇 約50g

回路構成

端子接続図

負荷側

１

　

　

　

２

ケープルはシールド付き2芯 ツイストペアケープルを使用し、シールドは

確実に片側(オプションカード側)で接地じてください。

- 1 2 -



1章 オプションカード

データ形式

(1)DA1 21(0～ 20rnA)

・DA変 換

アナログ値

A=0.005× D

A:ア ナログ値
D:デジタル値

値レタジ

一　
　
デ

データ形式

F E D C B Ａ 9  8 6  5 ０

YW

Diデ ータビット(12ビット)
*:D/A変 換に影響なし

(2)DA1 31(± 10V)

・DA変 換

0～ 4000(H0000～ HOFAO)

アナログ値(V)

A=0.005× D

A!アナログ値

i      D:デジタル値
|デジタル値

1000 2000

データ形式

F  E  D  C Ａ ０

YW

S:符号 0=正 ,1=負
D:データビット(11ビット) -2000～ 2000(HF830～ H07DO)
負の数は2の補数表現

1000200030004000

＊ ＊ ＊ ＊ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

… 1 3 -



1章 オプションカード

1,1.3取 り付け万法

Tl-40に オプションカードを装着する方法は以下の通りです。

Tl-40本 体の右側側面のスロットカバーを取り外吹 オプションカ
ードスロットにカードを装着します。

オプションカードは2枚まで装着できます。

取り付け

(1)Tl本 体の右側面のオプシヨンスロット

カバーを取り外します。 (左図参照)

(2)オ プシヨンカードの形格表示面側を上

に (Tl正 面側)し 、内部コネクタ (小

さい方)を奥にしてスロットの両側ガイ

ドに合わせて挿入します。

(アナグロカードの場合は、31き抜き用きB品

部をゆつくりと押し込んでください。)

(3)“ カチッ
"と
言がするまで押し込みます。

(4)オ プションスロットカバーの窓をニッパ

などで切り落とし、本体に取り付けます。

取り外し

(1)Tl本 体の右側面のオプシヨンスロットカバ
ー

を取り外します。

(2)添 付の31き抜き工具を工具挿入ネジ穴に取

り付けてカードをヨ|き抜きます。

Ｘ
ｌ
ｌ
工
▼

し外

帥噂的卵
銅
ツ・ブ

取り外しツールを△マークが含うように取り

付け、ツールを押すとカバ
ーのフックが外れ

カバーが取り外せます。

|    |
□

D1116、D0116、DDl16`D栃3モ告

AD121/131,DA121/131`D栃3含

(カードの端子台を外してから、カメヽ
―の取り付け、取り外し

を行います。)

主 決

スロットカメヽ一の窓のカット

-14-



1章 オプションカード

オプションカードDI/DO/DDl16の 入出力配線部はコネクタ接続方式になつています。

オプションカードからの配線を端子台で中継する場合に、次の端子台ユニットを活用することができ

ます。

メーカ:吉日電機工業株式会社製

型式:PSD-2824V6

端子配列:

・D1116に 使用した場合

1

空き端子は使用しないこと

0 2 4 6COM0    8 A C E COMl

・D0116に 使用した場合

空き端子は使用しないこと

0  2  4  6  V i n o   8  A  C  E V i n l

・DDl1 6に 使用した場合

1 3 5 7 COMl

２８

１３
空き端子は使用しないこと

８

１３

２

１

0 2 4 6COM0
＼            /

入力

0  2  4  6  V i n
＼      /

出力

端子台ユニット PSD-2824V

５３ Ｂ９ F

○ ○ 〇|○|○○ ○ Ｏ ○ ○ Ｏ ○ Ｏ ○
０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｏ Ｏ ○ ○

1 3 5 7

- 1 5 -



1章 オプションカード

1.1.41/O割 付

オプションカードはTlの 1/O書」付テーブルには次の位置に書」付けられます。

スロット 書」付

PU ブランクにします

０ Tl-40本 体(X+Y4W)

牙プションカード(入出カカード)

２ オプションカード(入出カカード)

３ オプションカード(TOSLINE一 F10,固 定書J付)

４ T21/Oモ ジュール

５ T21/Oモ ジュール

６ T21/Oモ ジュール

７ T21/Oモ ジュール

オプションカードの入出力種別は次の通りです。

D 1 1 1 6 : X  l W

D 0 1 1 6 :  Y  l W

D D l 1 6 :  X + Y  2 W

オプションカードスロット上段装着

オプションカードスロット下段装着

l W

l 付ヽ

1 村ヽ

1 肘ヽ

A D 1  2 1 :

A D 1 3 4 :

D A 1  2 1 :

Ｘ

Ｘ

Ｙ

ＹDA1311

レジスタ番号はXW/YW004か ら書」り付きます。

書」付例をいくつか示します。

例1 )

上段:Dll16

下段 :D0116

スロット 属種 レジスタ デバイス

ＵＰ

Ｏ XttY4W
XW000、 XW001

YW002、 YW003(末 使用)

X0000～ X000F、

XO01 0～ X0017

Y0020～ Y002F

1 Xl WKDll 1 6) XW004 X0040～ X004F

２ Yl VV(D0116) YW005 Y0050～ Y005F

３

４

５

６

７

- 1 6 -



1章 オプションカード

例2)

例3)

上段 :D1116

下段:DDl16

スロット 屑種 レジスタ デブヽイス

ＵＰ

０ XttY4W
XWV000、 XW001

YW002、 YW003(未 使用)

X0000～ X000F、

X0010～ X0017

Y0020～ Y002F

1 Xl W(D1116) XW004 X0040～ X004F

２ X+Y2W(DDl1 6) XW005、 YW006
X0050～ X005F

Y0060～ YO067

３

４

５

６

７

上段:なし

下段:D0116

スロット 呂種 レジスタ デ′ヽイス

PU

０ X+Y4W
XW000、 XW001

YW002、 YW003(末 使用)

X0000～ X000F、

X0010～ X0017

Y0020～ Y002F

1

２ Xl W(D1116) XW004 X0040～ X004F

３

４

５

６

７

- 1 7 -



1章 オプションカード

1.2 TOSLINE一F10リモートカード

Tl-40に TOSLINE一 F10カ ード(FRl1 2)を装着すると、Tl-40は TOSLINE一 Fl O

リモートステーション機能を持つことができます。

これによりTl-40は T2/T3/T3Hの マスタステーションに対し、送信(1ワ ード)、受信

(1ワード)を行うことができます。(Tlの みでのネットワークは行えません。必す上位Tシリーズの

マスタステーションが必要です。)

TOSLINE一 F10カ ードはTlに 対し1枚装着できます。

1.2.1 構成

(外観)

ジャンパプラグ」PR(終端抵抗設定用) ジャンパプラグ」PS(伝送速度設定用)

ショード終端抵抗あり

オープン:終端抵抗なし

アドレス RSW O(Xl)

(システム構成例)

ショート:250Kbps

オープン:750Kbps

形格表示(FRl12)

31き抜き工具

TOSLINE一 F10 32ワード分まで接続コ能(Tlのみなら16台まで)

Tl-40

(FRl1 2)

Tl-40

(FRl1 2)

Tl-40

(FRl1 2)

タッチブマネルなど

- 1 8 -



1章 オプションカード

1.2.2仕 様

【機能仕様】

項目 高速モード 長距離モード

伝送ケーフル ツイストペアケーブル(1.2mm2)

伝送路構成 バス系(パーティーラインカ式)

通信規格 RS485準 拠

伝送距離 最大500m 最大lkm

伝送速度 750kbps 250kbps

伝送サイクル 7ms/32ワ ード 12ms/32ワ ード

伝送容量 32ワ ード(512点 )

Tl-401台 当たり送信1ワード、受信1ワード

伝送方式 調歩同期方式

チェック方式 CRCチ ェック

伝送エラー時動作 Tl受 信レジスタSW035の データは前ロデータを保持、
TOSLINE一 F10エ ラーフラブSOOOD=ON

消費電流 100mA

TOSLINE一 F10に 使用する伝送ケーフブ以よ以下に示すケーブル相当のものを使用してください。

【伝送ケープル仕様】

ケープル形式 適  用 推奨メーカ

高速モード 長距離モード 昭和電線電籠(株)

CPEV一 CU
l.2rnmΦ (単芯)

500m以 下 lKm以 下

KMPEV一 SB
O.5mm2(ょ り線)

400m以 下 600m以 下

KMPEV一 SB
O.5mm2(ょ り線)

200m以 下 400m以 下

- 1 9 -



1章 オプションカード

1.2.3書 」付

TOSLINE― F10カ ードはTlの 1/O書」付テーブブ以こはユニット0-ス ロット3の位置に書」付られます。

オプションカードスロット上段・下段のしヽすれに装着してもスロット3の位置に割付きます。

スロット 書」付

ＵＰ ブランクにします

０ Tl-40本 体(X+Y4W)

オプションカード(入出カカード)

２ オプションカード(入出カカード)

３ オプションカード(TOSLINE一 F10,固 定書」付)

４ T21/Oモ ジュール

５ T21/Oモ ジュール

６ T21/Oモ ジュール

７ T21/Oモ ジュール

オプションカードスロット装着位置無関係

TOSLINE一 F10カ ードの書」付種居」は次の通りです。

割付種別 :TL一 F

Tl-40で はTOSLINE― F10の データは特殊レジスタSW034と SW035の 2ワードを使用

します。

SW034に 書き込んだデータが送信データとなります。

SW035に は受信データが格納されます。(ユーザープログラムでの書込禁止)

SW034(S0340～ S034F):送 信データ

SW035(S0350～ S035F):受 信データ

(割付例)

上段:FRl

下段:D01

スロット 種 別 レジスタ デバイス

PU

０ X+Y4W XW000、 XW001

YW002、YW003(末使用)

X0000～ X000F、X0010～ X0017

Y0020～ Y002F

２ Yl W(D0116) YW004 Y0040～ Y004F

３ TL―F(FRl12) SW0034、 SW035 S0340～ S034F、S0350～ S035F

４

５

６

７

- 2 0 -



1章 オプションカード

1.2.4伝 送概要

マスタステーションのデータであるリンクリレーレジスタLW(T2/T3/T3H内 レジスタ)とTl側 の

SW34・ 35の 対応は以下に示す通りです。

TOSLINE一 F10は 1系統で32ワ ードの伝送容量を有してしヽます。

1台のTlで はこのうちの2ワードが書」付きます。

電源 CP∪ マ ス タ

ス テ ー

シ ョン

1/O 1/O 1/O 1/O

アドレス0 アドレス2 アドレス4

Tl-40①

(FRl12)

Tl-40②

(FRl12)

Tl-40③

(FRl12)

(レジスタの対応)

T2/T3/T3H

レジスタLW

イ
ーＴ

Tl-40①

(アドレス0)

LWOOO

(受信)

SW034

(送信)

LWO01

(送信)

SW035

(受信)

Tl-40②

(アドレス2)

LWO02

(受信)

SW034

(送信)

Tl-40③

(アドレス4)

LWO03

(送信)

SW035

(受信)

LWO04

(受信)
SW034

(送信)

LWO05

(送信)
SW035

(受信)

L ‖ヽO06

LllV031

-21 -



1章 オプションカード

1.2.5取 り付け万法

Tl-40に TOSLINE― F10カ ードを装着する方法は以下の通りです。

Tl-40本 体の右側側面のスロットカバーを取り外し、オプションカ
ードスロットにTOSLINE一 F

10カ ードを装着します。

TOSLINE一 F10カ ードは1枚のみ装着できます。

取り付け

(1)Tl本 体の右側面のオプシヨンスロット

カバーを取り外します。 (左図参照)

(2)TOSLINE一 F10カ ードの形格表

示面側を上に (Tl正 面側)し、内吉ロコネ

クタを奥にしてスロットの両側ガイドに

合わせて挿入します。

(3)“ カチッ
"と
音がするまで押し込みます。

(4)TOSLINE一 F10カ ードの端子台

を外します。

(5)オ プションスロットカバーの窓をニッパ

などで切り落とし、本体に取り付けます。

(6)外 した端子台をTOSLINE一 F10

カードに取り付けます。

／
ト
ツカ

|    |
□

取り外しツールを△マークが含うように取り付

け、ツールを押すとカメヽ一のフックが外れカメヽ
一が取り外せます。

取り外し

(1)TOSLiNE一 F10カ ードの端子台

を外します。

(2)Tl本 体の右側面のオプションスロット

カバーを取り外します。

(3)添 付の31き抜き工具を工具挿入ネジ穴に

取り付けてカードを31き抜きます。

Dll 16、D0116、

DDl16の 場含

FRl12の 場合

づ

ミ 決

スロットカブヽ一の窓の

- 2 2 -



1章 オプションカード

1.2.6接 続方法

TOSLINE一 F10の 伝送路は、シールド付きツイストペアケーブルを用いたバス接続方式です。
,Ll、L2、 SG

各ステーションのLlと Ll、L2と L2、SGと SGを 接続します。

ツイストペアはLlと L2で 1対とし、SGは 別の1対とします。

・FG

Tlの TOSLINE一 F10カ ードにはFG端 子がありませんので、カードの外部でFGを 接続します。
・終端抵抗

Tlが 終端局となる場合は、FRl1 2カード上のジャンパ「JPR」をショートします。

{配針掃 鑑 経 ご !°

モジュ判 レが終端局になる場合」は、モジュ司 端 子台の

}

(端子番号iSG=1,L2=2,Ll=3)

FG端 子は外部で接続
ジャンパ
JPRシ ョート

T2/T3/T3H

Tl-40

(FRl12)

Tl-40

(FRl12)

Tl-40

(FRl12)

TERM―Llショート

シールド付きツイストペアケーブル

- 2 3 -



1章 オプションカード

1.2.7ス イッチの設定例

TOSLINE一 F10を 以下のように接続する場合のスイッチ設定例をします。

(構成)

T2/T3/T3H

(スイッチ設定)

各局のスイッチを次のように設定します。(スイッチは電源投入時のみ読み込まれます。)

Tl-40

(FRl12)

Tl-40

(FRl12)

スイッチ メインステーション Tl-40(ア ドレス0) Tl-40(ア ドレス2)

モード選択

スイッチ

０

アドレス設定

スイッチ

任意の設定 X10→ 0(RSWl)

Xl→ 0(RSWO)

X10→ 0(RSWl)

Xl→ 2(RSWO)

動作モード

設定スイッチ

DIPスイッチ

DSWO(DIPO)

DSu,1(DIPl)

DSW2(DIP2)

すべてOFF

(次頁参照)

ジャンノギー

「JPS」=オ ープン

(750kbps)

ジャンパー

「JPS」=オ ープン

(750kbos)

(終端抵抗)

メインステーシヨン Tl-40(ア ドレス0) Tl-40(ア ドレス2)

「Lイ」端子と「TERM」

端子をショート

(終端抵抗あり)

ジャンパー

「JPR」=オ ープン

(終端抵抗なし)

ジャンパー

「JPR」=シ ョート

篠 端抵抗あり)
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1章 オプションカード

番号 機能名称 OFF ON

伝送モード 高速モード

(750kbps)

長距離モード

(250kbps)

２ 不使用 固定

３ 不使用 固定

４ 動作モード 標準 途中参入/離 脱モード

５ 出力局応答チェック 応答チェック無し 応答チェック有り

６ 価答チェック局数 1局 /1ス キャン 全局/1ス キャン

７ 同期/非 同期モード 非同期モード選択 同期モード選択

８ 異常時動作 伝送続行 伝送停止

T2/T3/T3H側 メインステーション設定スイッチを参考として示します。
・DSWO,DIPO

・DSW2,DIP2

伝送データのサイズを設定。

補足

1.メインステーションの詳細につきましては、居」冊のTシリーズ「TOSLINE一 F10

概説書」をご覧くださしヽ。

2.メインステーションのDSWO-5(DIPO-5)出 力局応答チェックは、Tlに 接続す

る場合は必すOFFに してくださしヽ。(Tl末 サポート)

・DSu′ 1,DIPl

番号 機能名称 OFF ON

1 モニタ/テ スト・モード モニタモード テストモード

２ 不使用 固定

３ 送信エリア設定選択 送信エリア無効 送信エリア有効

４ 不使用 固定

５ 異常時入カデータ 前ロデータ保持 クリア(データ=0)

６ 不使用 固定

７ 不使用 固定

８ 不使用 固定
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1章 オプシヨンカード

1.2.8 RAS情 報

TOSLINE一 F10に おしヽて、異常が発生した場合、Tl-40で は特殊リレ
ーS000Dが ONに な

ります。

(伝送データについてはCRCチ ェックを行います。)

TOSLINE一 F10に 異常が発生した場合のTl-40の 動作を示します。

異常内容 伝送状態 Tl-40動 作

マスタステーションダウン データ伝送停止 特殊リレーS000Dが ON。

SW035の データは更新されなしヽ。

Tl-401よ RUN継 続
マスタステーション側PCの

CPUダ ウン

伝送ケーブル断線

伝送エラーが頻繁に発生 FRl1 2でエラ
ーが検知されると特

殊リレーS000Dが ONし 、伝送が

正常に復旧するとS000Dは OFF

になる。

S000Dが ONの 間、SW035の

データは更新されない。

Tl-40は RUN継 続。

ノイズ等の外的要因 伝送エラーが8舜間的に発生

FRl1 2ハードウェアエラー エラー状態のFRl1 2と

マスタステーション間の

伝送停止

FRl1 2か らTl-40に 応答がない

場合、Tl-40は エラーモードに

移行(エラーダウン)。

エラーモードではTl-40の 全ての

出力をOFFに し、プログラムの実行

を停止。
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2章 拡張ユエット

2.拡 張ユエット

Tl-40は 、拡張ユニットを接続することで、32点 (入力16点 /出 力16点 )の拡張を行うことが

できます。。

Tl-40に は拡張ユニットを1台接続することができます。

2.1 拡張ユエット

拡張ユエットには以下の2種類があります。

入力信暑接続端子台 入力状態表示LED

← 取り付け穴

― 拡張コネクタ

入力信号接続端子台 ・LED表 示

補足

(1)拡 張ベースユニットには、O.5mの 拡張ケーブルが付属しています。

(予備品としての型式:TCSl R5ECS)

(2)Tl-40に は拡張ユニットまたは拡張ラックのどちらか1台を接続するこ

とができます。

タイプ 入 出 力 仕 様 電  源

EDR32 16点 DC24V入 力/16点 リレー出力 Tl-40本 体ユニット

より供給EAR32 16点 AC100-120V入 力/16点 リレー出力

・・・・……・・・…・・ヤ・・...  匝□

PROSEC

TOSH:BA 
        l「l   

EDR32

"… ・・・・…
☆
・ ・…
 ▲ 回

名称 LED色 点灯晴の状態

PWR 緑 本体DC5V供 給正常

24VDC 緑 外きB電源(DC24V)供 補正常

入力状態表示LED 赤 該当入力ON

出力状態表示LED 赤 該当出力ON
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2章 拡張ユエット

(拡張ベースユニットの接続)

・Tl-40本 体と拡張ユニットの右側面の拡張コネクタのカバーを外し、拡張ケーブルをコネクタに

はめ込みます。接続時はTl-40本 体や外部電源の電源を切つた状態で行つてくださしヽ。

2.2外 形寸法

(端子台 端子幅・端子間ピッチ)

[単位 :mm]

TOSHIBA 
  Tl 

EDR32
1沌
S H I B A  

 腎 首

C  

M D R 4 0

拡張ケーブル 0.5m
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2章 拡張ユエット

取り付け寸法は以下の通りです。

・ネジ取り付けの場合の寸法

―
( > ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― … ― ― ― ― ― ― ― ― ―

!  随 脚  J

（
１
０
‐

2-M4

ノ
DIN Lノ~リレ

(35mm)

拡張ユニット
/

＼_

・DINレール取り付けの場合

(DINレールヘの装着)

(1)DINレ ールの上側からDlNレ ール溝に

拡張ユエットをヨ|っかけます。

その後ユニットの下側をDINレ ールに

押しあてて装着します。

(2)取付用ツメがB方 向になつていることを確

認してくださしヽ。

(DINレールからの取り外し)

(1)取 付用ツメをA方 向にヨ|き出して、拡張

ユニットの下側から取り外します。

(2)DINレ ールからユニットのレール溝上側

を外します。

景o＼
取付け守ノノ
取外し

取付用ツメ
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2章 拡張ユニット

2.31/O割 付

拡張ユニットを接続した場合は次の位置に書」付けられます。

スロット 付室ロ

PU フランクにします

０ Tl-40本 体(X+Y4W)

1 オプションカード(入出カカード)

２ オプションカード(入出カカード)

３ オプションカード(TOSLINE一 F10)

４ 拡張ユニット(入力)

５ 拡張ユニット(出力)

６

７

レジスタ番号は次のようになります。

・Tl本 体にオプションカード(入出カカード)が装着されてしヽる場合

→オプションカードの書」付されたアドレスの続き番号から書」付きます。

・オプションカード(入出カカード)を使用していない場合

→XW/YW004か ら割付きます。

(書」付例)

例1)オ プションカードが2枚使用されている場合

(上段) (下段)

オプションカード

拡張ユニット

X+Y4W

スロット 種 別 レジスタ 備者

０ X+Y4W XW000,XW001,YW002,YW003 本体

1 Xl W XW004 オプション
カード２ Yl W YW005

３

４ Xl W XW006 拡張
ユニット５ Yl W YW007

６

７
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2章 拡張ユエット

例2)TOSLINE一 F10が 使用されている場合

Tl-40

(上段) (下段)

オプションカード

TOSLINE一 F10は 入出カレジスタを使用しません。

例3)オ プションカードが使用されていない場合

拡張ユニット

拡張ユエット
Tイー40

X+Y4W

スロット 周種 レジスタ 備者

０ X+Y4W XW000,XW001,YW002,YW003 本体

1 オプション
カード２ Yl W YW004

３ TL― F SW034,SW035 TL―F10

４ Xl W XW005 拡張
ユニット５ Yl W YW006

６

７

スロット 居種 レジスタ 備者

０ X+Y4W XW000,XW001,YW002,YW003 本体

1

２

３

４ Xl W XW004 拡張
ユニット５ Yl W YW005

６

７
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2章 拡張ユニット

例4)末 装着のオプシヨンカードにスペースを書」付ける場合

拡張ユニット
Tl-40

lW 
i合、拡張ユニットの書」付アドレスにズレが生じな

しヽよう、各1ワードを害」り付けます。

X+Y4W

:末装着だが、層来オプションカ
ードを使用した揚

スロット 局種 レジスタ 備者

０ X+Y4W XW000,XW001,YW002,YW003 本体

SP lW (004) オプション

カード２ SP lW (005)

３

４ Xl W XW006 拡張
ユニット５ Yl W YW007

６

７
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2章 拡張ユエット

2.4仕 様
2.4.1 -般 仕様

2.4.2入 出力仕様

●入力仕様

ユニット EDR32      1      EAR32

電源電圧 DC5V(Tl-40本 体より供給)

消費電流 120mA

外きBへの電源供給 なし

周囲温度 0～55℃ (使用Bき)-20～ 75℃ (保管時)

使用周囲湿度 20～90%RH結 露なきこと

耐ノイズ性 1000Vp―p/1μs(電源ノイズ)NEMA一ICS-304に準拠

耐振動 16.7Hz-3mmp― p   JIS C0911 1こ準拠

耐衝撃 10G 3□ XYZ方 向 」iS C0912に 準拠

重 曇 700g

項  目 EDR32 EAR32

入力種別 DC入 力 AC入 力

入力点数 16点 (16点 /コ モン)

定格入力電圧 DC24V,+10/-15% AC100-120V,■10/-15%,50/60Hz

定格入力電流 7mA(DC24V) 7mA(AC100V)

最小ON電 圧 DC1 5V AC80V

最大OFF電 圧 DC5V AC30V

ONデ ィレー 1 0rns以下 25ms以 下

OFFデ ィレー 10ms以 下 30rns以 下

入力信号表示 各点 LED表 示、ON時 点灯、論理側

外部接続 端子台(着脱式),M3.5ネ ジ

絶縁耐圧 AC1500V、 1分 間(内部一外部回路間)

回路構成
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2章 拡張ユニット

●出力仕様

項 目 EDR32 EAR32

出力種局」 リレー出力,a接 点

出力点数 16点 (8× 独立接点,2× 4点 /コ モン)

定格出力電圧 AC240V/DC24V+10%(最 大)

最大負荷電流 2A/点 (抵抗負荷),4A/コ モン

接点ON抵 抗 50rnΩ 以下(初期値)

OFF時 リーク電流 なし

最小関閉電圧電流 DC5V,10mA(50mW)

ONデ ィレー 10ms以 下

OFFデ ィレー 10ms以 下

接点寿命 機械的寿命:2000万 回

電気的寿命:10万 □(定格電圧電流内での使用時)

出力信号表示 各点 LED表 示、ON時 点灯、論理側

外きB接続 端子台(着脱式),M3.5ネ ジ

絶縁耐圧 AC1500V、 1分 間(内部一外部回路間、外部電源
一出力回路間)

外部電源 DC24V± 10%-100mA,全 点ON時

(リレー駆動用の外部供給DC24V電 源)

回路構成

‐０

‐０

…

‐７

‐７

‐８

…

‐Ｂ

Ｃｌ

ｌＣ

ｉ

ｆ

Ｃ２

中

巾

中

拘
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2章 拡張ユエット

2.4.3端 子接続

AC100-120V

DC24V入 カ

DC24V入 力

AC240V

/
DC24V

第3種 接地
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3章 1/Oモ ジュール

3.1/0モ ジュール

Tl-40は 、拡張ベースユニット (2スロット/4ス ロット)と 接続してT2/T2E/T2N用 1/O

モジュールを使用した拡張を行うことができます。

Tl-40に は拡張ベースユエットを1台接続することができます。

3.1 拡張ベースユニット

拡張ベースユニットには以下の2種 類があります。

拡張ベースユエット

タイプ ス ロ ッ ト 数 電  源

BU152 2スロット(1/Oモ ジュール) Tl-40本 体ユニット

より供給BU154 4スロット(1/0モ ジュール)

BU152 BU154

０

　

３

Ｏ

ｎ
∪
　
　
島剛
ｌｉｌｌ
剛
剛
翠
　
　
　
Ｏ

日
Ｈ
川
＝
凹

日
＝
＝
＝
日

日
日
＝
＝
凹

日
間
田
田
目

拡張ケーブル接続コネクタ

補足

(1)拡 張ベースユニットには、0。2mの 拡張ケーブルが付属しています。

(2)拡 張ベースユニットには、電源モジュールは不要です。

(3)拡 張ケーブル接続コネクタは拡張ベースユエットの両側に付いています

が、どちらか一方のみを使用してください。

(4)拡 張ベースユニットはDINレールに取付けることができません。
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3章 1/0モ ジュール

ITOSRIBA 
      

P丹

;斉

C 

 MDR40

●●●●●… ●●●●・・・・  ・●●●

  日

(拡張ベースユニットの接続)

・Tl-40本 体の右側面の拡張コネクタのカメヽ―を外し、拡張ケーブルをコネクタにはめ込み

ます。
・拡張ベースユニットの両側に付いてしヽる接続コネクタのどちらか一方に拡張ケーブルをはめ込

みます。

(1/Oモ ジュールの取り付け)

(1)拡 張ベースユニットのスロットに確

実に挿入されるよう注意しながら

左端1/Oモ ジュールから取り付け

ます。                 跡
(2)1/Oモ ジュールの正面パネルをベ

ースユニットにカチッと首がするま

で確実に押し込んでください。

1/Oモ ジュール

拡張ベースユニット
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3章 1/0モ ジュール

3.21/Oモ ジュール

拡張ベースユニットに装着してTl-40で 制御できる1/Oモジュ
ールは次の通りです。

ただし伝送モジュール(TOSLINE一 S20/F10/30)は 使用できません。

型 式 種  別 概 略 仕 様 モジュール種局」

３Ｄ DC/ACラ カヽ 16点 (16点 コモン)、DC/AC12-24V Xl W

D132 DC入 力 32点 (8点 コモン)、DC24V X2W

IN51 AC入 力 16点 (16点 コモン)、AC100-120V Xl W

IN61 16点 (16点 コモン)、AC200-240V Xl W

R061 リレー出力 12点 (4点コモン)、AC240VIEL10%)/DC24V任20%)

2A/点、4A/4点 コモン(max)

Yl W

２６０Ｒ 8点 (各点独立)、AC240V(±10%)/DC24V(±20%)

2A/点、(max)

Yl W

D031 トランジスタ出力 16点 (16点コモン)、DC5-24V

lA/点、1.2A/4点 (max)

Yl W

D032 32点 (8点コモン)、DC5-24V

O.lA/点、0.8A/8点コモン(max)

Y2W

AC61 トライアック出力 12点 (4点コモン)、AC100-240V

O.5A/点、0.6A/25素子l SSR(max)

Yl W

２Ａ アナログ入力 4ch、4～20mA/1～ 5V8ビ ット分解能 X4W

A122 4ch、4～20mA/1～ 5V12ビ ット分解能 X4W

３Ａ 4ch、0～ 10V8ビ ット分解能 X4W

A132 4ch、-10～ キ10V12ビ ット分解能 X4W

A031 アナログ出力 2ch、4～20mA/1～ 5V/0～ 10V8ビ ット分解能 Y2W

A022 2ch、4～20mA/1～ 5V12ビ ット分解能 Y2W

２３０Ａ 2ch、-10～ ■10V12ビ ット分解能 Y2W

２Ｐ パルス入力 lch(バイパルス、ゼロマーカ付)、5/12V

100Kpps(max)、24ビットカウンタ

X2W

MCll 一軸位置決め 1軸 、200Kpps(max)、 位置データ記憶容量 64点 X+Y4W

ASll ASCII/BASiC RS232C(2ポート)

BASiC-52、32K Byte

iX+Y4W

CF211 シリアルインタ

フェース

RS232C(1ポート)

コモンメモリH60ワ ード×2

iX+Y4W
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3章 1/Oモ ジュール

3.31/O割 付

拡張ベースユニットに装誉されたT2用 1/Oモ ジュールはTlの 1/O害」付テーブルにはユニット0-

スロット4の位置からユニット0-ス ロット7の位置に書」付けられます。

(BU152は ユエット0-ス ロット4、5の位置に書」付けられます。)

スロット 書」付

PU ブランクにします

０ Tl-40本 体(X+Y4W)

1 オプションカード(入出カカード)

２ オプションカード(入出カカード)

３ オプションカード(TOSLINE― F10)

４ T21/Oモ ジュール

５ T21/Oモ ジュール

６ T21/Oモ ジュール

７ T21/Oモ ジュール

レジスタ番号は次のようになります。
・Tl本 体にオプションカード(入出カカード)が装着されている場合

→オプションカードの書」付されたアドレスの続き番号から割付きます。
・オプションカード(入出カカード)を使用していない場合

→XW/YW004か ら割付きます。

(割付例)

例1)オ プションカードが2枚使用されている場合

(上段)(下 段)
オプションカード

拡張ベースユニット

X+Y4W

スロット 種 居」 レジスタ

０ X+Y4W XW000,XW001,YW002,YW003

Xl W XW004

２ Yl W YW005

３

４ X2W XW006,XW007

５ Xl W XW008

６ Y2W YW009,YW010

７ Yl W YW011
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3章 1/Oモ ジュール

例2)TOSLINE一 F10が 使用されている場合

(上段) (下段)

オプションカード

TOSLINE一 F10は 入出カレジスタを使用しません。

例3)オ プションカードが使用されていない揚含

_  _          拡張ベースユニット

拡張ベースユニット

X+Y4W

スロット 種 局」 レジスタ

０ X+Y4W XW000,XW001,YW002,YW003

２ Yl W YW004

３ TL一 F SW034,SW035

４ Xl W XW005

５ Xl W XW006

６ Y2W YW007,YW008

７ Y2W YW009,YW010

スロット 種 別 レジスタ

０ X+Y4W XW000,XW001,YW002,YW003

1

２

３

４ Xl W XW004

５ Xl W XW005

６ Y2W YW006,YW007

７ Y2W YW008,YW009

- 4 0 -
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例4)末 装着のオプションカードにスペースを書」付ける場合

1型:抑:香青諮 賢稀 純翔 鱈
なしヽよう、各1ワードを書」り付けます。

X+Y4W

スロット 種 別 レジスタ

０ X+Y4W XW000,XW001,YW002,YW003

SP lW (004)

２ SP イW (005)

３

４ Xl W XW006

５ Xl W XW007

６ Yl W YW008

７ Yl W YW009

- 4 1 -
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3.41/Oモ ジュール仕様

16点 DC/AC入 力

回路構成

※フィルター選択(ジャンパープラグ切番)
Ni標準 DC/AC共 用(出荷晴設定)
Hi高速 DC入 力専用

端子接続図

項  目
D131

(EX1 0*MDi31)

入力電圧範囲 12-24V士 1鞍 DC/AC(50/60Hz)

ON時 印加電圧 9.6V以 上

OFF時 残留電圧 3.6V以 下(リーク電流0.7rnA以 下)

入力電流 約8rnA(24V)

入力点数 16点 (―括コモン)

ON
ディレー

Nモード 1 0rns以下(DC)/20rns以 下(AC)

Hモ ード 1.5ms以 下(DC)

OFF

ァィレー
Nモ ード 10ms以 下(DC)/15ms以 下(AC)

Hモ ード 1.5rns以 下(DC)

絶縁耐圧 AC1 500V/1分 間

消費電流 1 5rnA(DC5V)以 下

重  量 約200g
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32点 DC入 力 項  目
Di32

(EX1 0*MD132)

入力電圧範囲 DC24V」 控

ONttED加 電圧 18.OV以 上

OFF時 残留電圧 6.OV以 下

入力電流 約5 mA(DC 24 V)

入力点数 32点

ON
ディレー

Nモード 10ms以 下

Hモ ード 1.5ms以 下

OFF

ァィレー
Nモード 10ms以 下

Hモード 1.5ms以 下

外き口接続 24Pコ ネクタ2個

コモン

構成

コモン数 ４

1コモン当りの
入力点数

8点

コモン極性 無極性

絶縁耐圧 AC1500V/1分 間

消費電流 80mA(DC5V)以 下

重  量 約200g

zタルLED表示
フィルター定数の選択は、DlPスイッチ設定により16点

単位(CNl,CN2)で 設定できます。

補足

モジュール側コネクタ:

FCN-365P024-AU(富 士通製)
ケーブル側コネクタ:

① ハンダ付タイプ(標準添付品)
コネクタFCN-361」 024-AU(富 士通製)
コネクタカバーFCN-360C024-E(富 士通製)
② 圧接タイプ(お客様手配)
FCN-367」 024-AU/F(富 士通製)
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3章 1/Oモ ジュール

64点 DC入 力

形式 D1235

入力電圧範囲 DC24V:1路

定格入力電流 4mA(DC24V時 )

入カインピータンス 5.8kΩ (DC24V時 )

入力点数 64点

作
圧
動
電

最小ON電 圧 16V

最大OFF電 圧 5V

ONデ ィレー 1 0rns以下

OFFデ ィレー 15ms以 下

外部接続 40Pコ ネクタ×2

コモン
構成

コモン数 8(系 統間絶縁)

1コモン当たりの
入力点数

8点 /コ モン

コモン極性 無極性

ディレーテング条件 周囲温度40℃ 以上のとき同時ON点 数制約
あり(次ページ参照)

内部消費電流 1 00rnA(DC5V)以 下

絶縁抵抗 10MΩ 以上(DC500Vメ ガ)

絶縁耐圧 AC1 500V、 1分間、(内部一外部回路間)

重  曇 約250g

回路構成       |

1再至

- 4 4 -



3章 1/Oモ ジュール

端子接続図

CNl

(B)(A)

電

時
ド
ｖｄｃ

」Ｈ　　　∞
‐‐プ＝２４　
軸
よ

ヽ

ｃＮ‐

Ｂ Ａ

圃

「

仰

‐‐ ‐‐

‐‐ ‐‐

―― ‐‐

―― ‐‐

―― ‐‐

―― ‐‐

刊

単

巴

‥ＦＯＮ
・
３６

帥

夕

く

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

タ

ネ

ク

Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ネ

ＣＮ

ＣＮ

ＣＮ

ＣＮ

モ

ケ

64点 DC入 力

(続き)

(ディレーティング条件)
入力時ON点 数(コネクタ当り)

32(100%)

26 (80%)

20 (60%)



3章 1/Oモ ジュール

16点 AC入 力 項  目
IN51

(EX1 0*MIN51)
IN61

(EX1 0*MIN61)

入力電圧範囲(正弦波)
AC100-120Vと 1畿
(50/60Hz)

AC200-240Vと 1畿
(50/60rlz)

ON時 印加電圧(正弦波) AC80V以 上 AC160V以 上

OFF時 残留電圧(正弦波) AC30V以 下

ぐJ―ク電流2rnA以 下)

AC60V以 下

ぐジーク電流2mA以 下)

入力電流(正弦波) 約7mA

(100V-50Hz)

約6mA

(200V-50Hz)

入力点数 16点 (一括コモン) 16点 (一括コモン)

ONデ ィレー(正弦波) 20ms以 下 20ms以 下

OFFデ ィレー(正弦波) 1 5rns以下 15ms以 下

絶縁耐圧 AC1 500V/1分 間 AC1 500V/1分 間

消費電流 1 5rnA(DC5V)以 下 1 5rnA(DC5V)以 下

重  曇 約250宮 約250g

回路構成

C O

C

端子接続図

※ IN51:AC100-120V(50/60HZ)

※ IN61:AC200-240V150/60HZ)

入力電圧にはできるだけ歪の少ない電源を使用してください。
(歪率5%以 下)
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3章 1/0モ ジュール

12点 リレー出力 項  目
R061

(EX1 0*MR061)

負荷電源 DC24V、 +20%(MAX)/AC240V、
+10%(MAX)

最大負荷 2A/点 (抵抗負荷)、lA/点 (誘導負荷)、
4A/4点 コモン

最小負荷 50mW(5V以 上)

出力点数 12点 (4点 コモン×3系 統絶縁)

ONデ ィレー 10ms以 下

OFFデ ィレー 1 5rns以 下

出力OFF時 リーク電流 OmA(サ ージキラー無し)

絶縁耐圧 AC1 500V/1分 間

消費電流 50mA(DC5V)以 下

外部リレーコイル電源 DC24V± 10%-140mA/全 点ON(10mA/1点 )

重  量 約250g

LED表 示

補足

1.リレーの開閉寿命 :電 気的10万 □

機械的2000万 回

2.本 モジュールには過負荷保護用のヒューズは内蔵されていませんので、電流

流容量に合つたヒューズを各コモン単位、コモン電源間に必す取り付けて

ください。

- 4 8 -



3章 1/0モ ジュール

項  目
R062

(EX1 0*MR062)

負荷電源 DC24V、 +20%(MAX)/AC240V、
+10%(MAX)

最大負荷 2A/点 (抵抗負荷)、lA/点 (誘導負荷)

最小負荷 50rnW(5V以 上)

出力点数 8点 (各点独立)

ONデ ィレー 10ms以 下

OFFデ ィレー 1 5rYns以下

出力OFF時 リーク電流 OrnA(サ ージキラー無し)

絶縁耐圧 AC1 500V/1劣 間

消費電流 40mA(DC5V)以 下

外部リレーコイル電源 DC24V± 10%-100mA/全 点ON(10mA/1点 )

重  量 約250g

回路構成

端子接続図

LED表 示

内

吉F

回

路

診

! E 呈呈三王瑠
0

E l _ _ _二三S l
E l _ _ 二二: g 2

W

1.リレーの開閉寿命 :電 気的10万 回

機械的2000万 回
2.本 モジュールには過負荷保護用のヒューズは内蔵されていませんので、電流容量
に合ったヒューズを各コモン単位、コモン電源間に必す取り付けてください。
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項  目
D031

(EX1 0*MD031)

負両電源 DC5-24Vモ 摯 (内きB消費電流35mA以 下)

出力ON電 流

lA/点 (外部電源7V以 上)

0。3A/点 (外部電源7V未 満)

1.2A/4点 (4素子トランジスタアレー)

出力ON抵 抗 1.5Ω 以下

出力点数 16点 (―括○コモン)

ONデ ィレー l ms以 下

OFFデ ィレー l rns以下

出力OFF時 リーク電流 0.lmA以 下

絶縁耐圧 AC1 500V/1分 間

消費電流 60rnA(DC5V)以 下

重  塁 約200g

回路構成

端子接続図

D05-24V

トランジスタアレ

- 5 0 -
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項  目
D032

(EX1 0*MD032)

負荷電源 DC5-24V:」 播

出力ON電 流

1 00rnA/点 (負荷電圧24V時 )

20rnA/点 (負荷電圧5V時 )

800rnA/コ モン

出力ON飽 和電圧 0,4V以 下

出力点数 32点

出力形態 シンク出力

ONデ ィレー l ms以 下

OFFデ ィレー 2ms以 下(typ.)

出力OFF時 リーク電流 100μ A以 下

外部接続 24Pコ ネクタ2個

コモン

構成

コモン数 ４

1コモン当り
の出力点数

8点

コモン極性 一極

絶縁耐圧 AC1 500V/1分 間

消費電流 250mA(DC5V)以 下

内蔵ヒューズ 2A/コ モン×4

重  曇 約250g

回 路 構 成  L E D 赫
ミ

部接続図 側1(YWn)

引域畦由十一
利 〓仰

一
ｏ

１〇

一

ｅ

〓

6 6

生 7

封
」 2 2 ピ

Crt2(Yin打)

¶ 3 二

輸 土 ―一 耐

7 「

8 8

…… C 〕 ■ =

1 1

補足

モジュール側コネクタ:
FCN-365P024-AU(富 士通製)
ケーブルlRlコネクタ:

① メヽンダ付タイプ(標準添付品)
コネクタFCN-361」 024-AU(富 士通製)
コネクタカバーFCN-360C024-E(富 土通製)
② 圧接タイプ(お客様手酉3)
FCN-367」 024-AU/F(富 士通製)

-51 -
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64点 DC出 力

形式 D0235

定格負荷電圧 DC5/12-24V

負荷電圧変動範囲 幽 .5～9.5V/DC9.6～ 26.4V

最大負荷電流
0.lA/点 (DC9.6～ 26.4V)
0.05A/点 (DC4.5～ 9.5V)

ON時 飽和電圧 0.4V以 下

出力点数 64点

ONデ ィレー l ms以 下

OFFデ ィレー l ms以 下

OFF時 リーク電流 0,l rnA以下(DC24V8き )

外きB接続 40Pコ ネクタ×2

”潮

コモン数 8(系 統間絶縁)

りた当
数
ン
点
モ
カ
コ
出
１
の

8点 /コ モン

コモン極性 一極

ディレーテング条件 なし

内部消費電流 250rnA(DC5V)以 下

絶縁抵抗 10MΩ 以上(DC500Vメ ガ)

絶縁耐圧 AC1 500V、 1の間
(系統間、内部一外部回路間)

内蔵ヒューズ なし

サージ除去回路 ダイオード

重  塁 約250g

回路構成       |

ＮＣ

「
―

―

―

―

―

―

至襴
1

=式 甜
Hl

■~~マ~く〕P24Ll

■_」上く)Hct

１

コ
CN2
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Ｌ
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Ｌ
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卜 i負 荷電源

D05-24V

モジュール側コネクタ :FCN-365P040-AU

ケーブル側コネクタ (半袖付けタイプ21El)は標準添付

H L ミ
＼
CNl
B  A

Ｈ
1

端子接続図
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64点 DC出 力

(続き)
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01234567

項  目
AC61

(EX1 0*MAC61)

負荷電源 AC100-240V=盤 (50/60Hz正 弦波)

出力ON電 流 0,5A/点 、0.6A/(2素 子SSR)

出力ON電 圧 1.5V以 下(0。3A負 荷)

出力点数 12点 (4点 コモンX3系 統絶縁)

ONデ ィレー l rns以下

OFFデ ィレー 負荷電源の1/2サ イクル+l ms以 下

出力OFF時 リーク電流 1.2mA(AC100V)以 下、3mA(ACttV)以 下

絶縁耐圧 AC1 500V/1の 間

消費電流 300mA(DC5V)以 下(20mA/点 )

重  曇 約250g

回路構成

端子接続図
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4チャネルアナログ入力

(8ビット)

A121形 は出荷時電

流入力(4-20rnA)

に設定されてしヽます。

電圧(1-5V)入 力時

は、」1～ J4を V側 に

セットしてください。

●R り‖

拭

拭

拭

瑠

項  目
A121

(EX1 0*MA121)

A131

(EX1 0*MA131)

入力範囲 1～5V又 は4～ 20rnA 0～ 10V

入カインピーダンス 1～5V:500KΩ 以上
4～ 20rnA:250Ω

500KΩ 以上

入力点数 4点 (OV側 共通) 4点 (OV側 共通)

劣解能 1～ 5V:0～ 250

4～ 20rnA:0～ 250

0-10V:0～ 250

総台精度 ±1%(FS) ±1%(FS)

交換サイクル 約l rns 約 l  m s

入力断線検出 4～ 20rnAの み可能

外部電源断検出 有 有

絶縁耐圧 AC1 500V/1分 間 AC1 500V/1の 間

消費電流 50mA(DC5V)以 下 50rnA(DC5V)以 下

外部電源 DC1 2～ 24V± 10%
-50rnA

DC1 2～ 24V± 10%
-50mA

重  曇 約200g 約200g

回路構成

1。」2,J3,J4(ジ ャンパプラ
1形 のみ

・1側:電流用(4-20mA)
・V側 i電圧用(1-5V)

,出荷時電流用設定

端子接続図

外部電源線

(DC1 2-24V)

は他の信号線と

は分離 してくだ

さい。

アナログ信号には

シールド付ツイス

トペアケーブルを

使用し、シールド

は確実に接地して

くださしヽ
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4チャネルアナログ入力

(8ビット)

(続き)

A/D変 換

ディジタル値 ディジタル値

250

200

150

100

50

0

250

200

150

100

50

0
4 10   20(mA)

アナログ値

5    10(V)

アナログ値

(a)4～ 20mAレ ンジ:D=15.625× A-62.5

1思凝油じ彰鋭石皇を最辞
~62.5 
 ほ|ギ晶堵]

データフォーマット

E D C B A 9 8 7

D:デ ータビット(8ビ ット)

0～ 250(H00～ HFA)

(過電圧/過 電流入力時は255)

B:外 線異常検出ビット

0=正 常

1=異 常

*:常にO

脚
経
　
期
獲

死
∽
　
父
切

一
て
　
　
一
て

デ

全

　

デ

全

ｒ

ｌ

ｌ

く

―

ｌ

ｔ

…電流入力線オープン

…外部電源OFF

０

4ワ ード占有

(X4W)

１

　

２

　

３

十

　

十

　

十

ｎ

ｎ

ｎ

ｎ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

律
肢
ｒ
Ｆ
ｕ

CHl

CH2

３ＨＣ

４ＨＣ

補足

1.電 圧入力仕様においては、入力端子間がオープンのとき、データビット
は0とはなりません。(0～250間 で不定となります)
2.使 用しないチャンネルは入力端子間をショートしてお<ことを推奨し
ます。
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4チャネルアナログ入力

A122形 は出荷時電

流入力(4～ 20mA)

に設定されてしヽます。

電圧入力(1-5V)に

て使用の場合はジャン

パプラグを再設定し

てくださしヽ。

(12ビ ット)

近

屯

挺

恒

螢
」

項  目
A122

(EX1 0*MA122)

A132

(EX1 0*MA132)

入力範囲 1～ 5V又 は4～ 20rnA -10～ 10V

入カインピーダンス 1～ 5V:lMΩ 以上
4～ 20mA:250Ω

lMΩ 以上

入力点数 4点 (OV側 共通) 4点 (OV側 共通)

分解能 1～5ViO～ 4000
4～ 20rnA:0～ 4000

-10～ 1 0Vi
-2000～ 2000

総合精度 ±0.5%FS/25℃
±1%FS/0～ 55℃

±0.5%FS/25℃
±1%FS/0～ 55℃

交換サイクル 約9.6rns/4チ ャネル 約9.6ms/4チ ャネル

入力断線検出 4～ 20rnAの み可能

外部電源断検出 有 範
小

絶縁耐圧 AC1 500V/1分 間 AC1500V/1分 間

消費電流 50mA(DC5V)以 下 50rnA(DC5V)以 下

外き8電源 DC24V± 10%-50m DC24V± 10%-50m

重  塁 約200g 約200g

●R U 田

近

屯

恒

屯

回路構成

1,」2,J3,J4(ジ ャンパプラグ
2形 のみ

1側:電流用(4-20mA)
V側 :電圧用(1-5V)

・出荷晴電流用設定

端子接続図

外きB電源緑

(DC1 2-24V)

は他の信号線と

は分離してくだ

さい。

アナログ信号には

シールド付ツイス

トペアケーブルを

使用し、シールド

は確実に接地して

ください。
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3章 1/0モ ジュール

4チャネルアナログ入カ

(12ビット)

(続き)

1 20(mA)

アナログ値

4～ 20mAレ ンジ:D=250× A(a)
(b)
(c)
1～5Vレ ンジ:D=1000× A

±10Vレ ンジ:D=200× A [貿|ギ晶瘍]
Ｏ０

０

０

０

１

０

データフォーマット(入力4ワ ード占有)
● 4～ 20mA/1～ 5V

F E D C B A 9 8 7 6 5 4

ＷＸ

Diデ ータビット(12ビ ット)

0～ 4000(HO000～ HOFAO)

B:外線異常検出ビット

0=正 常

1=異 常

(電流入力線オープンまたは外吉]電源OFF)

*:常 にO

±10V

F E D C 8

Siサインビット

0=正

1=負

D:デ ータビット(11ビ ット)
-2000～ 2000(HF830～ H07DO)

負の数は2の補数表現

９

補足

1.電 圧入力仕様においては、入力端子間がオープンのとき、データビット
は0とはなりません。(0～250間 で不定となります)
2.使 用しないチャンネルは入力端子間をショートしておくことを推奨し
ます。
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3章 1/Oモ ジュール

2チャネルアナログ出力

出荷時は 1 - 5 V ,

4-20mA設 定とな

っています。その他の

設定は回路構成をご

参照ください。

(8ビット)

「嘔
‐‐Ｐ旺
十
地
伍

瞥
」

項  目
A031

(EX1 0*MA031)

出力範囲

1～ 5V,4～ 20rnAペ ア出力(出荷時設定)

0～ 10V

0～ 5V

負荷インピーダン

5Vフ ルスケール端子i5KΩ 以上

10Vフ ルスケール端子:10KΩ 以上

20mAフ ルスケール端子:600Ω 以下

出力点数 2点 (各電圧、電流ペア)(各OV側 共通)

分解能 0～ 250(フ ルスケール)にて各レンジ対応

総合精度 ±1%(FS)

変換サイクル 約l  m s

外部電源断検出 無し

絶縁耐圧 AC1500V/1分 間

消費電流 70mA(DC5V)以 下

外部電源 DC24V± 10%-90rnA

重  曇 約200g

回路構成 1.」2切換えジャンパー

J2」 2ショード基準値OV(OmA)

」l Jlシ ョード基準値lVく4mA)

(CHl,CH2連 動)

―

―

外部電源緑

DC24Vは 他の

信号線とは分離し

てください。

アナログ信号には

シールド付ツイス

トペアケーフルを

使用じてくださしヽ

Ａ

部

夕／
」環
　
”
Ｑ
よ
】
じ
”

Ｄ

変
11切 換えジャンパー

上側ショード 5V

下側ショート打OV

1切換えジャンパー

上側ショート15V

下側ショート打OV

端子接続図
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3章 1/Oモ ジュール

2チャネルアナログ出力

(8ビット)

(続き)

/A変 換

アナログ値(mA) アナログ値(V)

150200250

ディジタル値

(a)4～ 20mAレ ンジ:D=0。 064× D+4

(b)1～ 6Vレ ンジ:D=0.016× D+1

(c)0～ 10Vレ ンジ:D=O.04× D

データフォーマット

B A 9 8 7 6 5 4 3 2

D:デ ータビット(8ビット)

0～ 250(H00～ HFA)
*:無効(D/A変 換には影響なし)

0=正 常

2ワード占有

(Y2VV) 十

ｎ

　

　

ｎ

Ｗ
　
Ｗ

Ｙ

　

Ｙ

50100 50100150D0150200250

ディジタル値

[RIギ晶工]

補足

直接出力を行う場合には、必す2ワード出力するようにプログラムを作
成してください。
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3章 1/Oモ ジュール

2チャネルアナログ出力
項  目

A022
(EX1 0*MA022)

A032

(EX1 0*MA032)

出力範囲 1～ 5V又 は4～ 20mA -10～ +10V

負荷インピーダンス 1～ 5V:5KΩ 以上

4～ 20rnA:600Ω 以下

5KΩ 以上

出力点数 2点 (各OV側 共通)

(電圧電流ペア)
2点 (各OV側 共通)

分解能 1～ 5ViO～ 4000

4～ 20rnA:0～ 4000

-10～ +10V:
-2000～ 2000

総合精度 ±0.5%FS/25℃
±1%FS/0～ 55℃

±0.5%FS/25℃
±1%FS/0～ 55℃

交換サイクル 約l  m s 約l  r n s

外部電源断検出 無し 無し

絶縁耐圧 AC1 500V/1分 間 AC1500V/1分 間

消費電流 170mA(DC5V)以 下 1 70rnA(DC5V)以 下

外部電源 DC24V± 10%-90mA DC24V± 10%-90mA

重  量 約200g 約200g

(12ビ ット)

側　
　
　
』
旺

』旺

●RU口

四
置
日
置
軍
童
掌
歯

軽

軽

瞥
」

回路構成

随

一タ
／
バ
∞
ン

端子接続図

みの塑的―

―

外きEDC24Vラ イ

ンは、他の信号緑

とは分離してくだ

さい。

アナログ信号には

シールド付ツイス

トペアケーブルを

使用してくださしヽ
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3章 1/0モ ジュール

2チャネルアナログ出力

(12ビ ット)

(続き)

D/A変 換

アナログ値(mA)

2000   4000

ディジタル値

(a)4～ 20mAレ ンジ:A=0,O04× D+4
(b)1～ 5Vレ ンジ:A=O.001× D+1

(c)± 10Vレ ンジ:A=0.005× D [合!緊S雷)レ]
データフォーマット(出力2ワード占有)
● 4～ 20mA/1～ 5V

F E D C B A 9 8 7 6 5 4

YW

D:デ ータビット(12ビ ット)

0～ 4000(H0000～ HOFAO)

*:無 効(D/A変 換には影響なし)

±10V

F E

ＷＹ

Siサインビット

0=正

1=負

D:データビット(11ビ ット)
-2000～ 2000(HF830～ H07DO)

負の数は2の補数表現

アナログ値(V)

０∞
２

２

Ｄ

直接出力を行う場合には、必す2ワ ード出力するようにプログラムを作

成してください。

- 6 3 -



3章 1/Oモ ジュール

1チャネルパルス入力

出荷Bきはパルス入力

12V仕 様、バイパルス、

ノーマルカウンタ動作

に設定されています。

その他の設定は□

路構成をご参照くだ

さい。

Ｂ
●

Ａ
●

ＥＸＴ
．

項  目
P121

(EX1 0*MP121)

入力電圧

範囲

パルス 12V二盤 (12V設 定)、5V:を8協(5V設 定)

外きB入力 DC1 2～ 24Vと を8携

岨
匝
Ｏ

帥
に
Ｅ

パルス +9V以 上(12V設 定)、+3.5V以 上(5V設 定)

外部入力 9.6V以 上

帥如
パルス +2V以 下(12V設 定)、+lV以 下(5V設 定)

外部入カ 3.6V以 下

入力電流
パルス 12V-7.5mA(12V設 定)、5V-10mA(5V設 定)

外部入力 24V-10mA,12V-5mA

入力点数 1点 (A相 、B相 、M(ゼ ロマーカ)相、外部入力端子)

パルス計数速度 1 00Kpps(最 大)(パルス幅4μ s以上)

カウンタ構成 24bitバイナリ

パルス入カモード (1)バイパルス(A,B相 90° 位相差アップ/ダ ウン)

(2)アップ/ダ ウン(A相一アップ、B相
―ダウン)

カウンタ動作モード (1)ノ
ーマルiM相 とEXT入 力の同時ONタ イミング

(エッジ)でカウンタクリア、これ以外常時カウント

実行

(2)ホールド:M相 とEXT入 力の両方がONの ときの

みカウント実行、いすれかOFFで カウント停止

(カウント値保持)。(カウンタクリアはノ
ーマル

モードと同じタイミング)

M相 とEXT入 力の同時ONタ イミング(エッジ)で

カウンタクリア

外吉□(EXT)入力
ディレー

ON-OFF,OFF一 〇N各 5rns以 下

絶縁耐圧 AC1 500V/1分 間(ただし、A,B,M各 相間を除く)

消費電流 80rnA(DC5V)以 下

重  量 約200g

A5   A12
0∞

母ぎンに
収。赳
2

入力回路

カウンタ
リセット
(エッジ
検出)

回路構成

BIP/UPDW 切害ジャンパー

（日
用
】
０

BlP:バイパルス

UPD日:アップ/タ ウン

BUD/UNV 切苦ジヤンパー

ハ】
円
ヽ
０

B U D iノーマルモード

U‖V:ホールドモード

□5/□12 切督ジャンパー

j撤
札協

□はA、 B、 M3点 全て

同一設定します。

B蟹学F時
設定を示し
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3章 1/Oモ ジュール

1チャネルパルス入力

(続き)

帥的（（Ｗ）”

端子接続図

パルス信号には

シールド付ツイス

トペアケーブル

を使用し、シー

ルドは確実に接

地してください。

配線例

エンコーダ

データフォーマット

2ワード占有

ト

ー ー ー
XWn―

一 ― 一

十

一 一
XWn+1-引

F        8  76         0F                 0

全 bit S iS カウント |  カウント

223__…__――-216215………__―中――――-20

カウント値(24ビ ット)は、下位16ビ ットがXWn+1に 、上位8ビットが

XWnの 0～ 7ビットに読み出されます。

カウント=0～ 16777245(24ビ ットノヽイナリ)

DC12-24V

補足

XWnの 8～ FビットにはXWnの 7ビットのデータが入ります。従つて通常は

XWnの 8～ Fビットをマスクしてください。また、Tlの 倍長レジスタ構成に

合わせるため、上位ワードと下位ワードを入れ換えて使用してください。

(例:カウント値をD0101・ D0100の 信長レジスタに格納)

XWn AND H00FF→ D0101ト

XWn+l MOV D0100ト
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3章 1/Oモ ジュール

1チャネルパルス入力

(続き)

カウンタ動作モード

<ノーマル>

1相/B相{多とす
|||||111111111111111111!|||||||||11111111111111!||llll  ll11111111111111111     1111111111

M相

EXT

1677721

カウント

<ホー)レド>

|||lll1111111111111111111111111111111111111111111111ilillllllll‖||||||||||||||||||||||||| :|||||||||||||||||||||||||

裕足

直接入力を行う揚含には、必す2ワ ード入力するようにプログラムを作

成してください。

プ

ン

相

ＸＴ

ツ

ウ

Ｍ

Ｅ
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3章 1/0モ ジュール
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3章 1/Oモ ジュール

1軸 位置決め
項  目

MCll

(EX1 0*MMCll)

制御軸数 品
ロ
古
平

入力指令単位 パルス、インチ、mrn等

指令値範囲 ±999,999指 令単位

指令データ容量 64ポ イント

最大速度 200kpps

運転送り速度 原点移動速度、最大移動速度、最低移動速度

加減速力式 自動台形/三 危形加減速

加減速時間 0～ 26秒

パックラッシュ補正 0～ 1000メ ルヾス

原点オフセット量 ±999,999指 令単位

ドウェル時間 0～ 99秒

1/O占 有点数 X+Y4ワ ード(64ビット)
パラメータ保存 EEPROM

外
部

入

力

入力電圧 DC1 2/24V(Z相 :5Vと 選択)

入力電流 10mA(24V入 力時)

ON/OFF電 圧 9.6V/3.2V

ON/OFFデ ィレー 5ms(Z相 対 rns)

外

部

出

力

ノWレス

出力

モードDIP
―SW切 薔

1 . C W / C C W (正 方向/員 方向パルス)、偏差
カウンタクリア
2,PULSE/DIR(パ ルス/方 向)、偏差カウンタ
クリア

出力方式 オープンコレクタ(5-24V,50mA)
ON/OF
Fディレー

2μ s

RUN

出力

出力万式 オーフンコレクタ(5-24V950mA)
運  転 正常運転中 iON/モ ジュール異常時 :OFF

消費電流

内部電源 200rnA― DC5V

400rnA― DC5V(HP接 続時)

外部電源 100mA一 DC12/24V

コネクタピン配列 Ａ Ｂ

OV)

Vパルス/ブ ルヽ,Wり ルヽス/′Wレ

EWパ ル又/方 F

重刀ワン痛差カウンタクリア出力 (OV ４ ４

パルス入力 (OV) ５ ５ Z相パルス入力(DC5V)

ルヽス人刀くOV) 堅
謝
一定
高

/24V)
D12/24V)1〕ミットSW入 力

LD入 力 /24V

2/24入 力

3W側 オーブヽ―トラベルリミットSW入 力 Ｃ ０
3WtRlオーブヽ―トラベルリミットSW入 力
tDC1 2/24V)

OCW側 オー′ヽ―トラベルリミットSW入 力
DCW側 オーバートラベルリミットSW入 力
″nnlク /クと、′、

外部電 源 (OV〕 1 ２ 沐38電 源 (DC12/24V)

補足

モジュール側コネクタ:

FCN-365P024-AU(富 士通製)

ケーブル側コネクタ:

① ハンダ付タイプ(標準添付品)
コネクタFCN-361」 024-AU(富 士通製)
コネクタカメヽ一FCN-360C024-E(富 士通製)

② 圧接タイプ(お客様手配)
FCN-367J024-AU/F(富 士通製)
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3章 1/Oモ ジュール

1軸位置決め

(続き)
入力回路

Z相 パルス入力(DC5V):B5

Z相パルス入力(O V

Z相′ヽルス入力(D C , 2 / 2 4 V

５
　
　
６
　
　
　
６
　
　
７
　
　
　
７
　
　
８
　
　
　
８
　
　
９
　
　
　
９
　
　

‐Ｏ
　
　
　
Ｗ

　
　

Ｈ
　
　
　
Ｈ

Ａ
　
　
Ｂ
　
　
　
Ａ
　
　
Ｂ
　
　
　
Ａ
　
　
Ｂ
　
　
　
Ａ
　
　
Ｂ
　
　
　
Ａ
　
　

Ｂ
　
　
　
Ａ
　
　

Ｂ
　
　
　
Ａ

ル

　

＞‥
　

　

＞‥

　

ｒ

ｉ

ヽ

ｌ

ｔ

　

ｒ
ｉ
り
ヽ
ｌ
ｔ

　

ｒ

ｉ

キ

ｌ

ｔ

　

ｒ
ｌ
り
ヽ
１
に

　

ｒ

ｉ

ヽ

―

ヽ

眠
思
堰
整
軽
世
雅

Z相パルス入力(OV

原点リミットSW入 力 (DC 12/24V):

HOLD入 力 (DC 12/24V):

非常停止入力 (DC 12/24V)t

眠
巴
収
整
玉
世
控

IW側オーバートラベルリミットSW入 力 :

(DC 12/24V)

W側 オーパートラベルリミットSW入 力 :

(DC 12/24V)

出力回路

B12:外 部■源(DC12/24V)

Bl

Al

R U N 出 力

R U N 出 力 ( O V )

B2:CWパ ルス/パ ルス出力

A2iCWパ ルス/パ ルス出力 (OV)

B3iCCWパ ルス/方 向出力

A3:CCWパ ルス/方 向出力 (OV)

B4:偏 達カウンタクリア出力

A4:偏 連カウンタクリア出力 (OV)

A12:外 部電源 (OV)

Z相パルス入力は、DC5Vま たは

DC1 2/24Vの 一方のみを使用ください。
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3章 1/0モ ジュール

ASC‖ /BASiC
項  目

ASll

(EX1 0*MASll)

ユーザプログラム容量 32K Byte(EEPROM)

プログラム・データメモリ 30K Byte(RAM)

プログラム言語 intel MCS BASiC-52(イ ンタープリタ)

動作方式 非同期独立動作

伝送インターフェース RS232C準 拠2チャネル

CHl:入 出力用

CH2:出 力専用

伝送方式 調歩同期式(ヲF同期)

伝送フォーマット スタートビット 1ビット
データ:8ビット
メ中リティ:なし
ストップビット1ビット

伝送速度 CHl:110,300,600,1200,2400,4800,

9600,1 9200bps

CH2il1 0,300,600,1200,2400,4800,

(9600,19200)bps

1/O書 」り付け iX+Y4W

データ交換力式 Tl本 体からのREAD/WRITE命 令による

表  示 伝送データ表示(LED)

絶  縁 なし(RS232Cポ ートー内部ロジック間)

消費電流 800mA(DC5V)以 下

コネクタピン配列

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ＴＸＤ

ＲＸＤ

ＤＳＲ

弱

酬

ＲＸＤ

ＤＳＲ

ＳＧ

ＤＴＲ

CH2CHl
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3章 1/Oモ ジュール

シリア)レインタフェイス

項  目
CF211

(TCF211**S)

接続インタフェース RS-232C

通信方式 全二重方式

同期万式 調歩同期方式(非同期)

通信接続 1■ 伝送

通信速度 300、600、1200、2400、4800、9600、19200 bps

符号格厨

スタートビット
データ
パリティ

ストップビット

1ビット
7/8ビ ット
偶数/奇 数/無 し(データ8ビット時のみ)
1/2ビ ット(データ7ビット時のみ)

伝送コード アスキーコード、」iS8ビットコード

メモリ空間
Tl本 体との
コモンメモリ

ド

トい
才
320メ イヽト(160ワ ード)
320メ イヽト(160ワ ード)

消費電流 550mA(DC5V)以 下

コネクタピン配置

１

２

３

４

５

６

７

８

９

TXD

RXD

DSR

SG

DTR

-71 -



４圭早 コンピュ
ータリンク

4.コ ンピュータリンク

Tlは 、コンピュータリンク(RS232C)を サポートしています。

また、マルチドロップアダプタを使用じてRS486と の接続が司能です。

コンピュータリンクはTlとパソコン、タッチパネルなどの間でデータのやりとりを行しヽます。

Tlの プラグラマポートにこのコンピュータリンク機能がサポートされています。

このため、コンピュータリンク使用中はプログラマは接続できません。逆にプログラマ接続中は

コンピュータリンクは使用できません。

4.1 コンピュータリンクの機能

Tlの コンピュータリンクの機能は以下の通りです。

ホストコンピュータに後述のTl伝 送手llHに合つたプログラムを作成することにより、ホスト

コンピュータはTlに 対じて以下の機能を実現することができます。

また、他社製タッチパネル(東芝Tシリーズコンピュ
ータリンク手順サポート機種に限る)との接続が

通信ソフトなしで行え、マンマシンインターフェ
ースが簡単に実現できます。

(1)Tlの 運転状態の監視

(2)Tlの 入出力状態、内部データの読み出し

(3)Tlへ のデータ書き込み

コンピュータリンクではTlは 常にホスト(コンピュータ・タッチメヽネル)からの要求待ちになつてい

ます。

Tlは ホストから送信された要求コマンドを受け、これに対して応答を返します。

(システム構成例)

1対 1伝送

ホスト機器

手

RS-232C(寄訪代15 ml
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4章  コンピュータリンク

ホスト機器

1対 N伝 送

4.2伝 送仕様

ADP-6237B I(RS-2320/RS-485変換アダプタ)

Tl 最大32台

1対 N応 伝送は本体がVl.1以 降のパージョンでサポートしています。

項  目 仕  様

伝 送 方 式 RS232C準 拠(プログラマポートと共用)

伝 送 距 離 最大15m

伝 送 手 順 半二重方式

同 期 方 式 調歩同期方式

伝 送 コー ド 」iS8コード

伝 送 速 度 9600 bps(固 定)

符 号 構 成 スタートビット :1ビ ット
データ長   :8ビ ット
メ中」ティ   :香数′やJティ/ノ甲Jティ無し
ストップビット :1ビ ット

接続ステーション数 1台、
変換アダプタCU lllを使用の場合、
最大32台

エラーチェック ′申」ティー、チェックサム

チャンネル数 1チャンネル
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4章  コンピュータリンク

4.3接 続力法

4.3.1 伝送パラメータの設定

コンピュータリンクに必要な伝送パラメータを設定します。

伝送パラメータはTl側 、ホスト(コンピュータ・タッチパネル)側でそれぞれ同じパラメ
ータを設定し

ます。

●Tl側 伝送パラメータ

プログラマcシステム制御情報のシステム情報の中のコンピュータリンクの項目に対し設定します。

設定する項目は 『ステーションNo。(1～32)』 と 『ノやリティ(奇数/無 し)』を設定します。

(ポーレート、データ長、ストップビットは固定となつているため設定不要です。)

設定項目:ステーションNo.(1～ 32)

パリティ (寄数パリティ/パ リティ無し)

●ホスト側伝送パラメータ

使用するホスト側の仕様に従つて伝送パラメータを設定してください。

設定内容は以下のようにじてください。

設定事項:ステーションNo.

ボーレート

ノ甲」ティー

データ長

ストップピット

1～32の 間でTl側 と同酬 α を設定

9600bps

奇数′申ジティーまたはメ申Jティ無し を設定

8ビット

1ビット
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４主早 コンピュ
ータリンク

4.3.2 伝送ケーブルの接続

●1対 1伝 送(RS232C)

Tlの コンピュータリンク伝送インタフェースは、RS232Cを 使用しています。

コンピュータリンクを使用する際には、コンピュータリンク用ケーブル(PT1 6S)ま たはプログラマ用

ケーブル(C」105、 CN1 05)を Tlの プログラマポートに接続します。

(構成例)

コンピュータリンク用ケーブル

PT1 6S

プログラマ用ケーブル

C」105(J3100-Tl間 )

CN1 05(PC9801← >Tl居 ])

(プログラマ用ケーブル)

パソコンと接続し、1対 1伝送を行う揚台はプログラマ用ケープルC」105ま たはCN105が 使

用できます。

(コンピュータリンク用ケーブル)

コンピュータリンクで伝送を行う賜合はコンピュータリンク用ケーブルPT1 6Sを 使用します。

ケーフルのTl接 続側にはコネクタがついており、ホスト機器接続側はバラ線になつています。

Tlプ ログラマポート

ホスト側
T l 側 (ノヽモラ純長)

ノ将ソコン

タッチパネルなど

0 6 0 7 0 8

。3 。4。 5

Tl側 コネクタ
ピン番号

Tl側 信号名 ケーブルの色
ホスト機器側

信号名

P5 茶

末使用２ ＤＮＧ 赤

３ P5 燈

４ RTS 黄 CTS

５ ＤＮＧ 臼 ＧＳ

６ TXl 青 Ｄ朕
７ CTSl 紫 RTS

８ RXl 灰 TXD

- 7 5 -



クンＪタ一ユピンコ圭早４

(接続例)

・東芝製パソコン」-3100と Tlと の接続例を示します。

」-3100は 通信ポートとしてRS232C D― SUB 9ピ ンを備えてしヽますのケ
ーブル

(バラ緑側)にはD一 SUB 9ピン(メス形)を取り付けます。

」-3100

D一 SUB 9ピン    ・.
茶 降翠

上
〓

・デジタル社タッチパネルとTlの 接続例を示します。(RS232Cで 接続)

デジタル社のタッチパネルのRS232Cポ ートはD一SUB 25ピンを備えていますので

ケーブル(バラ線側)にはD―SUB 25ピン(オス形)を取り付けます。

タッチパネル

D一SUB 25ピン  も
茶 E 翌

上
言

イ

ー CD 一跡
P5

■

‥

２ ＤＸＲ ＤＮＧ ２

「
―
，輝一指（一

＼
３ TXD P5 ３

４ DTR RTS ４

５ SG ＤＮＧ ５
―
ヨ

６ DSR TXl ６

７ RTS CTSl ７

/    ＼ i 灰
８ CTS RXl ８

９ Ｃ

SD P5

跡
一韓

RD ＤＮＧ ２

ＳＲ P5 ３

ふ ヽ 黄
ＳＣ RTS ４

ふ 白

SG GND ５

＼ 圭
円

ヽ
ＸＴ ６

球
一獅ヾ
CTSl ７

イ

ー朕
８
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4章  コンピュータリンク

01対 1伝送(RS485)

マルチドロップアダプタCUlllを 使用することで、RS485に よる伝送を行うことができます。

以下にRS232C/RS485変 換アダプタADP-6237Bを 使用した場合の接続例を示します。

ADP-6237B CUlll

終端抵抗を接続するため、CUlllは RXAと TRMを 、ADP-6237Bは RXAと TERMを 接続し

ます。

伝送ケーブルは、耐ノイズ性能向上のために、ツイストペアー括シールドケーブルを使用し、シールド

線はFGに 接続します。

胸 コネクタ 端子台
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４主早 コンピュ
ータリンク

01対 N伝 送

ホスト機器1台に対し、複数台のTlを 接続する構成(1対N構 成)の場合は以下のように行います。

なお、Tlは 最大32台 までの接続が司能です。

この伝送路(RS485)で は、伝送路上の2ケ所でのみ終端(終端抵抗処理)する構成となります。

(司能な構成)

Tl    Tl

(不口能な構成)

終端 終端

終端ステーション(1伝 送路に2台 )で、終端抵抗処理を行います。

終端抵抗処理:(TXA一 TXB間 、RXA一 RXB間 )に1/2W-220Ω を取り付けてください。

ホスト

終端
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４圭早 コンピュ
ータリンク

終端抵抗220Ω

(1対 N接 続例)

ADP-6237B
シールド付きツイストペアケープ

ｔｉ‐‐
「「
―‐
”一
　
　
５

一　

　

８

！
ＲＳ４ 終端抵抗220Ω

R S 2 3 2 C

煙 ンコネクタ 端子台

CUlll

終端周にはTXA― TXB間 、RXA一 RXB間 に終端抵抗(1/2W-220Ω )を接続して<だ さい。

伝送ケーブルは、耐ノイズ性能向上のために、ツイストペアー括シールドケーブルを使用し、シールド

線はFGに 接続します。

伝送ケープルの分岐に中継端子台を使用する場合、中継端子台からCUlllま での距離は3m以 内

としてください。
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クンＪタ一ユピンコ圭早４

4.4コ ンピュータリンクの処理の流れ

Tlは 常にホスト側からの要求待ちの状態になつています。ホスト側から要求コマンドが送信される

と要求コマンドの中にあるステーション番号を調べ、自劣の番号と
一致しているかをチェックし、一

致している場合に要求コマンドの解読及び処理を行い、最後に応答をホスト側に返信します。

ステーション番号が不一致の場合は、Tlは 何も行わす無視します。

補足

コンピュータリンクを使用してTlが 自分からデータを出すことはできません。

ホスト側からの要求に対する返信のみを行しヽます。

コンピュータリンクの処理の流れ

①ホストからTlに要求を送信

②ステーション番号が一致しているときに処理実行

③処理した結果をホスト側に返信

②処理 Tl

コンピュータリンクの処理タイミング

Tl !   スキャン   |   スキヤン   |   スキヤン   |

プログラム実行 ① プログラム実行 ② プログラム実行

歯 応答受信ホスト

1スキャン中に最大l msの周辺サポート時間があり、コンピュータ

リンクはここで処理されます。

①コマンドで指定されたデータを収集し、送信エリアに返信データ

をセットする。

②次のスキャンでホストに対して返信データを送信する。
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4章  コンピュータリンク

4.5伝 送フォーマット

Tlの コンピュータリンクでは、次の伝送フォ‐マットにより交信を行います。

1 2 3 4 5 6 N-4 N-3 N-2 N-1

( I A lADDRES i cMD. &ISUM l )i CRText words

SUM作 成範囲

最大255ノ 均
″
ト

テキストの内容とサイズ

。
(

・A

・ADDRES

・CMD.

・ Text words

'&

・SUM

・
)

・CR

先頭コード(H28)

フォーマット識別コード(H41)

ステーションNo.
“
01"(H3031)～

“
32"(H3332)

コマンド

データ郡

チェックサム判局」コード(H26)

チェックサム

先頭コードからチェックサム判局」コードまでの

示Bの下位1パイトのJiS8コード

最終コード(H29)

最終コード(継続時 :H3B)

キャリッジリターンコード(HOD)

1′ヽイト

1ノヽイト

2ノヽイト

2ノヽイト

最大255ノYト

1ノヽイト

2メヽイト

1ノヽイト

1ノヽイト

イメヽイト

(H**)は 」iS8コードを上位4ビット十下位4ビットの

16進 数で表したものです。

補足

最大テキスト長(N)は 255メ 均
′
卜です。

ホストコンピュータからの送信データには、チェックサムは省略可能です。この場合、

チェックサム判局」コードとチェックサムを肖」除して下さい。
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4.6伝 送規則

Tlの コンピュータリンクは、以下の伝送規則によって行われます。

(1)Tlは 常に受信待ち

Tlは 常にホスト側からの要求コマンド待ちの状態になつています。

Tlか ら伝送を開始することはありません。

(2)ス ペースコード(20H)は 無視

ホストから送信されるデータ部の中にスペースコード(H20)が あつた場合は無視します。ただ

しチェックサムはスペースコードを含めて計算します。

( Ａ ０ Ｔ Ｓ 1 ２ ３ ＆ ６ Ｄ ) ＲＣ

データ部分中のノ /
スペースコードは
無視します。

チェックサムはスペースコードを
含めて計算します。

例)テキストコマンド (折り返しコマンド)

送信テキスト   (A01TSl_2_3&6D)

受信テキスト    (A01TS1 23&2D)量
≧＼
スペースが無視されるため
チェックサムが異なります。

(3)送 信テキストのチェックサムは省略司能

ホストからの送信データには、チェックサムをつけてもつけなくても送信司能です。

(4)返 信テキストにはチェックサムが必すつく

Tlか らの返信データには必すチェックサムがつきます。

ホストからの送信データにチェックサムがついていなくても、返信データには常にチェックサム

をつけます。

送信テキスト

＼

＼ 返信テキストには常にチェックサム
がつきます。

(5)“("以 前の受信データは無視                 

|

Tlは
“
("(H28)を 受信する前に受信したデータは全て無視しまつ

(6)“)"C鞭 受信完了
“
)"CRを 受信したときのみ受信完了とします。

“
)"の み、またはCRの みを受信したときは

伝送エラーとなります。

Ａ ０ Ｔ Ｓ ５ ５ ) ＲＣ

返信テキスト

Ａ ０ Ｔ Ｓ ５ ５ ＆ ０ 1 ) 錦

- 8 2 -



4章  コンピュータリンク

(7)チ ェックサム作成方法

チェックサムは、先頭コード
“
("からチェックサム判局」コード&までの示Bの下位1バイトのJiS8コ

ードです。

(
A

0

1

T

S
1

2

3

4

&

=H28

=H41

=H30

=H31

=H54

=H53

=H31

=H32

=H33

=H34

=H26

和の下位1/M律

チェックサム

( Ａ ０ Ｔ Ｓ ２ ３ ４ ＆ ６ ) ＲＣ
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４圭早 コンピュ
ータリンク

4.7コ ンピュータリンクコマンド

Tlの コンピュータリンク機能では次のコマンドをサポートしてしヽます。

4.7.l Tlエ ラー状態読み出し

Tlが エラーダウンしたときのエラー内容を読み出します。

送信テキスト
1  2  3

チェックサムは省幡司能

返信テキスト
1  2  3 9  10 11  12  13 14 15

コマンドコード 機能名称 内  容

ＲＥ Tlエ ラー状態

読み出し

Tlの エラー状態を読み出します。

TS テストテキスト コンピュータリンク折り返しテストを行います。

ＴＳ Tイステータス
読み出し

Tlの 本体ステータスを読み出します。

DR レジスタ/デ ノヽイス

読み出し
レジスタ/デ / イヽスデータの読み出しを行
います。

DW レジスタ/デ ブヽイス
書き込み

レジスタ/デ ノヽイスデータの書き込みを行
います。

CE コンピュータリンク
エラー

コンピュータリンクエラーを知らせます。
(Tlか らの応答のみ)

EE Tl本 体エラー Tl本 体の処理エラーを矢Bらせます。

(Tlか らの応答のみ)

( Ａ ADDRES Ｅ Ｒ ス
‥
夕

‐
一

‥

テ

‐

ス一
ゴ
フ
‥

エ ＆ Ｍ
，
Ｕ

‘

Ｓ ) ＲＣ

(エラーのときは<CE>ま たは<EE>が 返信されます。)

- 8 4 -



クンＪタ一ユピンコ主早４

◎機能

Tlの イベント履歴に保存されている最新のエラーステータスを<ER>に 続く4バイトで

読み出します。

7    8   9    10

０ ０ ０ ０

↓ エラーステータス
エラーメッセージ(診断項目) 劣  類 ＲＥ ＥＥ

0010 システム電源パワーオン 電源部エラー ○

0011 システム電源パワーフェイル ○

0020 RAMチ ェック異常 メモリ部エラー ○

0021 プログラムBCCチ ェック異常 Ｏ

0022 バッテリ電圧低下異常 ○

0023 EEPROM BCCチ ェック異常 ○

0026 EEPROM書 き込みワーエング ○

0030 システムRAMチ ェック異常 CPU部 エラー ○

0031 システムROM BCC異 常 ○

0032 周辺制御LSI異常 ○

４３∞ システム割り込み異常 Ｏ

0035 WDタ イマ異常 ○

０４∞ /Oノ スヽ異常 1/O部 ノヽス異常 ○

0041 /O照 台チェック異常 ○

２

ｍ /O無 応答チェック異常 ○

0043 /Oノ 申」ティチェック異常 ○

６

団 /O領 域異常 ○

0051 伝送要求BUSY 周辺装置エラー ○

0052 伝送フォーマットエラー ○

0064 スキャン時間監視異常 シーケンス関係 〇

蜘
END命 令無し プログラムチェックエラー ○

0081 ペア命令イリーガル ○

0082 オペランド異常 ○

0083 プログラム無効 ′′ ○

0086 サブルーチンエントリ無し ′′ ○

0087 サフルーチンリターン無し ′′ ○

0088 サブルーチンネスティング異常 ′′ ○

硼 ループネスティング異常 サ′ ○

0098 フアンクション命令末サポート ′′ ○

0110 ユーザー命令イリーガル検出 ′′ ○

0111 レジスタ領域オーバ ′′ ○

0112 ノヽウンダリーエラー ′サ ○

0115 レジスタNo./サ イズエラー ′′ ○

0121 エントリNo.多 重使用 ′′ ○

・ERの 欄にあるものがTlエ ラー状態読み出し<ER>で 読み出されるエラーステータス

です。
・EEの欄にあるものnfTl本体エラー<EE>で 読み出されるエラーステータスです。
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4.7.2 テス トテキス ト 《TS》

Tlと ホスト間の交信テスト(折り返しテスト)を行います。

送信テキスト

1 2 3 4 5 6

(I A IADDRESi T I S TEST TEXT

N-4 N-3 N-2 N-l  N

&iSUM I )i CR

返信テキスト

2 3 4 5 6

( Ａ ADDRES Ｔ S

卜MAX 244ノYトー引 |   |チエツク逸縫詣能

N-4 N-3 N-2 N-l  N

&I SUM I)i CRTEST TEXT

◎機能

・交信が正常に実行されると、送信データと同じデータが返信されます。

・エラー時は<CE>ま たは<EE>コ マンドが返信されます。

・テストデータの最大サイズは244メ M牛 です。

・テストデータには」iS8コードが使用できます。

ただし、
“
("“)"“&"は使用できません。

●実行例1

送信データ  (A01TS123456789&74)

受信データ  (A01TS123456789&74)

●実行例2

送信データ  (A01TSABC def&AC)

受信データ  (A01TSABCdef&AC)

テストデータ中のスペースは無視されます。
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4章  コンピュータリンク

4,7.3 Tlス テータス読み出し 《ST》

Tlの 動作状態を読み出します。

送信テキスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1

チェックサムは省皓可能
返信テキスト

1  2  3  4  5  6   7  8  9  10 11  12  13 14 15

( Ａ ADDRES Ｓ Ｔ PC STATUS ＆
，
Ｍ

・

ＵＳ ) ＲＣ

(エラーのときは<CE>ま たは<EE>が 返信されます。)

◎機能

Tlの 動作状態(運転モード/エ ラー発生時のエラー原因)を読み出します。

0:正常  1:異常

0:正常  1:異常

0:正常  1:異常

0:正常  1:渋滞

ａ b i c i d l e l f i g ｈ
1 J

ｋ
1

停電保持データ異常

末使用

TOSLINE一 F10異 常

コンピュータリンク異常

定刻スキャン実行渋滞

末使用

末使用

末使用

末使用

末使用

末使用

末使用

1:HALT  2:RUN

6:ERROR

- 8 7 -
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４主早 コンピュ
ータリンク

●実行例1

送信データ

受信データ

●実行例2

送信データ

受信データ

●実行例3

送信データ

受信データ

(A01ST&97)

(A01ST0001&58)

9  10

(A01ST&97)

(A01ST2002&5B)

7 8 9 1 0

(A01ST&97)

(A01ST0006&5D)

7 8 9 1 0

運転状態 HALT

運転状態 RUN

TOSLINE一 F10異 常

運転状態 ERROR
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4章  コンピュータリンク

4,7.4 レジスタ/デ バイス読み出し 《DR》

レジスタ/デバイスのデータを読み出します。

送信テキスト

1  2  3 ６５４３２０

|    | 
チェックサムは省皓可能

返信テキスト

「
~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

|
1

DAT鮮 1 1DATA姥

l   i   l   l

12メ
半イト 2′ヽイト

12  13 14  15 16-― ――――一一一―――――
¬
1
1

DATA ttn-2 1 DATA ttn-1 l DATA ttn

５
一
Ｎ N-3 N-2 N-1

DATAttN ＆ SUM ) CR

l   l

2メ半イト
|

４Ｎ

T(タイマ)、C(カウンタ)レジスタの場合、このデータが付力8されます。

(エラーのときは<CE>ま たは<EE>が 返信されます。)

Ａ ADDRES Ｄ Ｒ
，
数
・
個

侍
十 一 可変長 ―  ト ェ 」 _ 司変長

「
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ― ――一一――‐――~ ~ ~ ~ ~ ― ――――十一――――――

1          7か ら16の 繰り返し

N-4 N-3 N-2 N-l  N

４

( Ａ ADDRES Ｄ Ｒ DATA祥 1

- 8 9 -



4章  コンピュータリンク

◎機能
・指定した先頭レジスタ/デ メYス 番号から指定イロ数分のレジスタ/デ ′Yス デ

ータを読み出し

ます。

・種類の異なるレジスタ/デ メYス を組み合わせて、
一度に読み出すこともできます。

・一度に読み出すことのできるレジスタ/デ ノYス の個数は、最大32個 です。

・レジスタ/デ バイス番号はR0009な らR9と しヽう具合にOを省略することができます。

また、lEl数も1桁のみの場合は0を省略することができます。

・個数が1の場合は、1□数指定を省略することができます。

・レジスタ番号と個数の間には
“
,"(カンマ)を入れて区切ります。

・返信データは指定した順に4メM牛 単位で連続して送られます。

・返信データの中のレジスタデータは4メ洵牛の16進 数データです。

デノヽイスデータの場合は0001が オン、0000が オフとなります。

補足

・タイマ(T)、カウンタ(C)レジスタの場合は4バイトのレジスタデ
ータの後に2バイ

トのデノヽイスデータ(タイムアップ/カ ウントアップ時は01、それ以外の時は0

0)がつきます。
・DRコマンドで要求できるデバイス/レジスタ種別は次の通りです。

○ :読 み出しできます。

△ :読 み出しできます。(T/Cデ ′Yス データが付力Bされます。)

× :読 み出せません。コンピュータリンクエラーになります。

(フォーマットエラー)

デノヽイス レジスタ インデックス

Ｘ Ｙ Ｒ Ｓ Ｔ Ｃ Ｘ

Ｗ

Ｙ

Ｗ

剛 釧
Ｔ Ｃ Ｄ |

Ｊ Ｋ

〇 Ｏ ○ Ｏ × × Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ △ △ Ｏ × × ×
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4章  コンピュータリンク

●実行例1

送信データ  (A01DRRWl,3&BF)

受信データ  (A01DR lEB922F1 22A8&2F)

送信データ RW001か ら3レジスタを指定

返信データ RW001 lEB9

RW002 22Fl

Rh/V00322A8

●実行例2

送信データ  (A01DRRW2は63)

受信データ  (A01DR(抑4E&5F)

送信データ RW004を 指定(個数指定省略)

返信データ RW004 004E

●実行例3

送信データ  (A01DRYW2,3,R50,5&OB)

受信データ  (A01DR0000001B8AAA0001 0001 000000000001&D7)

送信データ レジスタYW002～ YW004と

デバイスR0050～ R0054を 指定

返信データ YW002 0000

YW003 001B

YW004 8AAA

R0050 0001(オ ン)

R0051 0001(オ ン)

R0052 0000(オ フ)

R0053 0000(オ フ)

R0054 0001(オ ン)

●実行例4

送信データ  (A01DRC磁 F9)

受信データ  (A01DR000301&AA)

送信データ カウンタレジスタ(C000)を 指定

返信データ C000   0003(現 在値)

C.000   01(カ ウントアップ)

- 9 1 -



４圭早 コンピュ
ータリンク

4.7.5 レジスタ/デ バイス書き込み 《DW》

レジスタ/デ バイスのデータを書き込みます。

送信テキスト
４

一　

　

　

一

T/Cレツ
'ス
タ

の場合

一　

　

　

一

一　

　

　

一

欄
|    | 

チェックサムは省略可能

返信テキスト
５３２０５

2 3 4 5 ９ ０

( Ａ ADDRES Ｄ Ｗ Ｏ

Ｂ
Ｍ
Ｎ
・

タス
‐
ジ

．

レ
‐
頭
・
先 ‐顕

〓司変長
性 可変長

DATA

|く
卜‐
i:::iitti::ri:::i千 〔i:: 「i' 「itti:千Fri: 〔i;F'1                    1 |

，
数
‥

個 DATA

欄                      |く
1‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
i::: 「iti:::::::i白
H白‐‐‐‐‐‐‐‐11

DATA  I,

17  18 19 20

DATA   I, l   DATA   I,

DATA   I, I DATttD I,

( Ａ ADDRES Ｓ Ｔ
Ｌ
門

‥
STATUS ＆ SUM ) ＲＣ

(エラーのときは<CE>ま たは<EE>が 返信されます。)
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4章  コンピュータリンク

◎機能
・指定した先頭レジスタ/デ ノYス 番号から指定個数分のレジスタ/デ バイスにデータを書き込

みます。
・種類の異なるレジスタ/デ ノYス を組み合わせて、一度に書き込むこともできます。
・一度に書き込むことのできるレジスタ/デ ノYス の個数は、最大32個 です。
・書き込むデータは、4/M牛 の16進 数です。

デパイスデータはオンのときは0001,オ フのときは0000と 書き込みます。
・レジスタ/デ バイス番号はR0009な らR9と しヽう具合に、0を省略することができます。
・レジスタ/デ パイス番号と|□数及び各データ間は

“
,"(カンマ)を入れて区切ります。

・正常に書き込まれるとTlの ステータスが返信されます。

補足

・タイマ(T)、カウンタ(C)レジスタの場合は4バイトのレジスタデータの後に2バイ

トのデノヽイスデータ(タイムアップ/カ ウントアップ時は01、それ以外の時は0

0)をつけます。データの区切りは
“
,"を使用します。

・DWコ マンドで要求できるデノYス /レジスタ種局」は次の通りです。

○ :書 き込みできます。

△ :書 き込みできます。(T/Cデ ノYス データが付加します。)

× :書 き込みできません。コンピュータリンクエラーになります。

(フォーマットエラー)

デノYス レジスタ インデックス

Ｘ Ｙ Ｒ Ｓ Ｔ Ｃ Ｘ

Ｗ

Ｙ

Ｗ

剛 釧
Ｔ Ｃ Ｄ |

‥
υ

Ｋ

〇 ○ Ｏ 〇 × × 〇 Ｏ Ｏ ○ △ △ ○ × × ×
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クンＪタ一ユピンコ圭早４

●実行例1

送信データ (A01DWRWl,3,FFFF,5A5A,0011&OE)

受信データ (A01ST00048t5B)

RW001か ら31□のレジスタにFFFF、5A5A、 0011を 書き込み

送信データ (A01DRRWl,3&BF)

受信データ (A01DRFFFF5A5A0011&範 )

<DR>コ マンドによる確認

●実行例2

送信データ (A01DWD100,2,FFFF,EFFF,R20,5,0001,0001,0000,0000,0001&25)

受信データ (A01ST0004&5B)

D100に FFFF、 D101に EFFF、 R0020か らR0024に オン、オン、オフ、

オフ、オンを書き込み

送信データ (A01DRR20,5&9B)

受信データ (A01DR0001 0001 00000000型 1&49)

<DR>コ マンドによるR0020～ R0024の 確認
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クンＪタ一ユピンコ圭早４

4.7.6 コンピュータリンクエラー くCE〉 (Tlか らの応答専用)

コンピュータリンクのフォーマットチェックを行った結果、異常があった場合にそのエラー番号が読み

出されます。

送信テキスト

1   2   3   4   5   6              N-4 N-3 N-2 N-l  N

(l A IADDRES i CMD

すべての送信テキストが対象になります。

返信テキスト

1  2  3  4  5  6   7  8  9  10 11  12  13

( Ａ ADDRES C Ｅ ERR.NO` ＆ SUM ) ＲＣ

◎機能

送信したテキストのフォーマットチェックを行った結果、異常があつた揚合、そのエラー番暑が読

み出されます。

エラー番号 内  容 意  味

０ コマンドエラー 該当するコマンドがない

02 フォーマットエラー 伝送フォーマットが一致しない

03 チェックサムエラー チェックサムが一致しない

●実行例1

送信データ  (A01SS8496)

受信データ  (A01CE01&D9)

コマンドエラーi該当するコマンド(SS)がなしヽ。

0実 行例2

送信データ  (A01DRRW,5&90)

受信データ  (A01CE02&DA)

フォーマットエラー:先頭アドレスの指定がされていない。

＆ Ｍ
‥
ＵＳ ) CR
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4章  コンピュータリンク

4,7.7 Tl本 体エラー くEE〉 (Tlか らの応答専用)

コンピュータリンク時に発生したTlの 処理エラーの情報を読み出します。

送信テキスト

3 4 5 6

( Ａ ADDRES CMD

N-4 N-3 N-2 N-l  N

＆ Ｍ
‥
Ｕ

〓

Ｓ ) CR

すべての送信テキストが対象になります。

返信テキスト

◎機能

コンピュータリンク時に発生したTl本 体の処理異常がくEE〉に続く4桁の10進 数で読み出さ

れます。

エラー番号およびその内容については「3.7.l Tlエ ラ
ー状態読み出しくER〉」を参照してく

ださい。

●実行例1

送信データ  (A01DRD1000,32&lC)

受信データ  (A01EE0115&41)

レジスタNo./サ イズエラー:D1000か ら32ワ ードの指定はTlの Dレジスタ

のアドレス範囲を越える。

1
４ 1

( Ａ ADDRES Ｅ Ｅ ＯＮ
．
Ｒ

‐

ＲＥ ＆ Ｍ
‥
Ｕ

‥

Ｓ ) ＲＣ
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4章  コンピュータリンク

←16進 数

4.8 JiS8コ ード

下
位
４
ビ
ツ
ト
↓

上位4ビット→

Ｏ 1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ F

Ｏ DF ０ ③ Ｐ ｐ

未

定

義

タ

未

定

義

1 Ｈ

Ｓ Ｄ
i Ａ Ｑ ａ ｑ ア チ ム

２ S
X ク
Ｄ

２ Ｂ Ｒ ｂ
r 「 イ ツ メ

３
Ｘ ３
Ｄ
■ ３ C Ｓ Ｃ Ｓ ウ テ モ

４ E T
Ｄ

Ｓ ４ Ｄ Ｔ ｄ
t エ 卜 ヤ

５ EQ
Ｋ
Ｎ
％ ５ Ｅ Ｕ ｅ ｕ オ ナ ユ

６ Ａ
Ｋ Ｎ

＆ ６ Ｆ Ｖ Ｖ ヲ カ ヨ

７
Ｂ EF ７ Ｇ Ｗ ｇ Ｗ ア キ ヌ ラ

８ 弘 C N ( ８ Ｈ Ｘ h Ｘ イ ク ネ Ｊ

９
Ｔ

Ｈ E
M )

９ | Ｙ 1 ｙ ウ ケ ノ レ

Ａ LF S R ＊ Ｊ Ｚ
』 Ｚ エ コ レ

Ｂ
Ｈ
Ｍ
Er 十 Ｋ [ ｋ { 力 サ ヒ □

C L
＜ L ￥ 1 ヤ シ フ ワ

Ｄ C F Ｍ ] ｍ l ユ ス ヘ ン

Ｅ
Ｏ

Ｓ

↑ > Ｎ ｎ ヨ セ ホ

Ｆ
| ↓ /

つ
。
Ｏ Ｏ ツ ソ マ
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クンＪタ一ユピンコ主早４

4.9マ ルチドロップアダプタ仕様

●一般仕様

●伝送ケーブル仕様

コンピュータリンク(RS485)ケ ーブルは、下記相当品を使用してくださしヽ。

(0。 9mmφ 以上、ツイストペアケーブル、3対以上)

項 目 仕様

タクネ

状
コ
形

RS232C Din 3ピン

RS485 小型端子台6ピン

Tl接 続ケーフル長 約30cm

絶縁 RS232C一 RS485間 非絶縁

電源 DC5V Tl本 体より供給

消費電流 75mA

外形寸法 幅 30mm× 高さ90mm× 奥行き75mm(ケ ーブル・突起物は含ます)

●伝送仕様

項 目 仕様

伝送方式 RS232C準 拠(Tl― CUlll間 )

RS485準 拠(ホストーCUlll間 )

伝送距離 ケーブル長 約30cm(Tl― CUlll間 )

最大lkm(ホ ストーCUlll間 )

伝送速度 ボーレート :9600bps

符号構成 スタートビット 1(固定)

データ長  :8ビット(固定)

メ中」ティビット:あり(奇数)/な し…自動判別

ストップビット1(固定)

接続ステーション数 最大32台

ケーブル型式(相当品) 適用

CPEV―S(CU)0.9mmめ (短芯)×3対

規格 」CS-224-A

コンピュータリンク

CPEV―S(AN)0.9mmめ(短芯)×5対

昭示B電線電組(株)標 準 CPEV(K)

コンピュータリンク
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圭早 コンピュ
ータリンク

●外観

恥

―

ト

ー

ジ

CUlll

O  P O W E R

o  R X D

O 門

/ 

Tl接 続ケーブル・コネクタ

状態表示用LED

RS485端 子台

(LED表 示)

LED名 (データ方向) LED状 態

点灯 消灯

POWER Tlか らDC5V供 給正常 Tlか らのDC5V供 給無し

RXD(ホ スト→Tl) ホストからデータ受信中 ホストからデータ受信無

TXD(Tl→ ホスト) ホストヘデータ送信中 ホストヘデータ送信無

(RS485端 子台)

２

３

４

５

６

TXA

TXB

RXA

TRM

RX8

SG

ピン 信号 備者
イ

‥ ＡＸＴ Tl送 信データと同相の信号
２ TXB Tl送 信データと逆相の信号
３ RXA Tl受 信データと同相の信暑
４ ＭＲＴ 伝送終端時にRXAと 接続
５ ＢＸＲ Tl受 信データと逆相の信号
６ ＧＳ 信号線のグランド
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４主早 コンピュ
ータリンク

●外形寸法

l m m

●取り付け方法

DINレール取付または、2ヶ所でネジ止め(ネジ止め用金具使用)が司能です。

●取り付け寸法

づ 止め用穴
2-旺〕(声離ヨよa5め )

＼ ＼
親 醐 鎮

-100-



4章  コンピュータリンク

●内部回路構成

専用ケーブル

T l ヘ

RS232Cトランシーパ         RS485トランシーバ
        RS485

内蔵終端抵抗R:1/2W120Ω
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５圭早 メモリカセット

5.メ モリカセット

メモリカセットは(RM102)は 、Tl専用のプログラム外部保存装置です。

RM102は EEPROMを 内蔵しており、Tlのプログラムを1つ保存することができます。

これにより、プログラマを使用することなく、簡単な操作でプログラムの保存、ロ
ーデイング及び他の

Tlへのコピーを行うことができます。

5.1 外観

Tl接 続ケーブル・コネクタ

選択機能表示LED

選択スイッチ

実行スイッチ

5。2 概矯旨

RM102は 転送、比較、保存の3つの機能を持つています。

これらの機能を選択スイッチ(SEL)で 選択後、実行スイッチ(EXE)で 実行します。

転送にOADl

比較(CMP剛

保存(SAVD

ｒ

Ｊ

引

に

LOAD 転 送

ＲＰＭＣ Lヒ 草交

SAVE 保 存

RM102

0 LOAD

O CMPR

O SAVE

O  C P L T

○ 並

OⅨ[

完了表示LED

エラー表示LED

ｙ

８

８

０

０
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5章  メモリカセット

(1)転 送(LOAD)

RM102か らTイにプログラムを転送する機能です。

RM102に 保存しているプログラム、システム情報及びRW,T,C,Dレ ジスタ

のデータをTl本 体に書き込みます。

プログラム、システム情報及びDレジスタの前半512ワ ード(D0000～ D0511)は

Tl本 体のEEPROMに 自動的に書き込まれます。
・転送機能はTlが HALTモ ードのときのみ可能です。
・Tlに パスワードが設定されてしヽるときには、Tl本 体のパスワードと

RM102に 保存されているパスワードが一致しているときのみ転送が

行われます。

(2)比 較(CMPR)

Tl本 体とRM102の 内容の比較チェックを行う機能です。

Tl本 体とRM102の 間で、プログラム、システム情報、及びRW,T,C,D

レジスタのデータの比較を行います。
・比較機能はTlが RUNモ ードでも有効ですが、前述の通リレジスタデータの比較

も一括して行われますので不一致が検出される場合があります。

(3)保 存(SAVE)

Tlか らRM102に プログラムをセーブする機能です。

Tl本 体のプログラム、システム情報及びRW,T,C,Dレ ジスタのデータを

RM102に 保存します。

また、Tlに 設定されているパスワードもシステム情報の一言『としてRM102に

保存されます。
・保存機能はTlが RUNモ ードでも有効ですが、レジスタデータも保存

も一括して行われますので、保存後の比較チェックで不一致が検出される

場合があります。
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5.3操 作手順
5.3.1 準備

RM102の Tl接 続ケーブルを、直接Tlの プログラマポ
ートに接続します。

Tlに 電源が投入されると、Tlか らRM102に 電源が供給されRM102内 の

初期化処理が始まります。(LEDが 全て点灯)

初期化処理が正常に完了すると、転送機能LED(LOAD)の みが点灯した状態

になります。

初期化処理正常完了

(LOADの み点灯)

「
―
―
―
ジ

初期化中

lLED全点灯)

初期化処理中、RM102に 異常が発生した場合には、エラ
ー表示LED(ERR)が 点灯します。

(4.4項 参照)

5.3.2転 送(LOAD)

(1)選 択スイッチ(SEL)を 押して、転送機能LED(LOAD)が

点灯した状態にします。

LEDは 選択スイッチ(SEL)を 押す毎に

巳 LOAD一 → CMPR一 → SAVE」

のllkに変わります。

(2)実 行スイッチ(EXE)を 押します。

転送処理が開始され、実行中はLOADの LEDが 点減します。

(3)正 常に完了すると、転送機能LED(LOAD)と 機能完了表示

LED(CPLT)が 点灯します。

転送処理中、RM102に 異常が発生した場合には、エラ
ー表示LED

(ERR)が 点灯します。(5.4頂 参照)

1.Tl接 続ケーブルの着B党は、Tl通 電中でも司能です。

2.Tl接 続ケーブルは30crnで す。ケ
ーブルの延長は行わないでください。
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5。3.3と し較(CMPR)

(1)選 択スイッチ(SEL)を 押して、比較機能LED(CMPR)が

点灯した状態にします。

LEDは 選択スイッチ(SEL)を 押す毎に

L LOAD 一 CMPR 一 SAVE‐ 」

の順に変わります。

(2)実 行スイッチ(EXE)を 押します。

比較処理が開始され、実行中はCMPRの LEDが 点減します。

(3)正 常に完了すると、比較機能LED(CMPR)と 機能完了表示

LED(CPLT)が 点灯します。

比較処理中、RM102に 異常が発生した場合には、エラー表示LED

(ERR)が 点灯します。(5.4項 参照)

5。3.4保 存(SAVE)

(1)選 択スイッチ(SEL)を 押して、保存機能LED(LOAD)が

点灯した状態にします。

LEDは 選択スイッチ(SEL)を 押す毎に

L"LOAD 一一一→  CMPR 
一一一→ SAVE 

―」

の順に変わります。

(2)実 行スイッチ(EXE)を 押します。

保存処理が開始され、実行中はSAVEの LEDが 点減します。

(3)正 常に完了すると、保存機能LED(SAVE)と 機能完了表示

LED(CPLT)が 点灯します。

初期化処理中、RM102に 異常が発生した揚台には、エラー表示LED

(ERR)が 点灯します。(5.4頂 参照)
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5。4エ ラー発生BきのLED状 態

RM102正 面のLEDに よつて、次のようにエラーの状態が表示されます。

● :刺
○ :,瀬
◎ :翻
X:点灯または消灯

モード LED状 態 エラー 発生原因 対処

初期イし × LOAD
× CMPR
× SAVE

● CPLT

● ERR

自己診断
エラー

ハードウェア異常
Tlとの接続異常

ケーフルを抜き、もう一

度Tl本 体と接続してく
ださい。再度同じ現象の
ときは修理を依頼してく
ださしヽ。

転送 ◎ LOAD
e CMPR

O SAVE

O CPLT
● ERR

とし車父
エラー

RM102→ Tl転 送後
の比較チェックで
RM102と Tlの 内容
に不一致が検出され
ました。

ケーフルを接続し直し
再度実行してくださしヽ。
同じ現象の場合は修理
を依頼してください。

◎ LOAD
O CMPR

O SAVE
O CPLT
● ERR

伝送
エラー

RM102と Tl間 の伝
送が正常に行えませ
んでした。

ケープルを接続し直し
再度実行してください。
同じ現象の場合は修理
を依頼してくださしヽ。

パスワード
エラー

RM102に 保浮されて
いるパスワードとTl
のパスワードが異なつ
ています。

パスワードが異なつてい
る場合には転送はでき
ません。

一ラエ酬モ．ド
本体がRUNモ ードに
なっています。

本体をH A L Tモ ードに

し、再度実行して下さ
い。

◎ LOAD
O CMPR
● SAVE
O CPLT
● ERR

サイズ
エラー

RM102に保存されて
いるプログラムの
サイズが、現在接続
されているTl本 体の
プログラム容量を
オーバーしています。

保存した機種を確認し
てくださしヽ。

困容
エラー

RM102に 何も保浮さ
れてしヽないか、もしく

は故障してしヽます。

保存機能を高度実行し
てください。
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灯肖またま

刺
削
翻
劇

●
○
◎
Ｘ

ヽ_

モード LED状 態 エラー 発生原因 処対
取し， ● LOAD

◎ CMPR
O SAVE
O CPLT
● ERR

Lヒ車交
エラー

RM102と Tl本 体の
内容が異なります。

● LOAD
◎ CMPR
O SAVE
O CPLT
◎ ERR

RM102と Tl本 体の
レジスタ・デバイスの
データのみが異なり
ます。

O LOAD
◎ CMPR
O SAVE
O CPLT
● ERR

伝送
エラー

RM102と Tl間 の
伝送が正常に行えま
せんでした。

ケーブルを接続し直し
再度実行してください。
同じ現象の場合は修理
を依頼してください。

O LOAD

◎ CMPR
● SAVE
O CPLT
● ERR

困谷

エラー
RM102に 何も保存さ
れていなしヽか、もしく
は故障してしヽます。

保存機能を再度実行し
てくださしヽ。

保存 O LOAD
e CMPR
◎ SAVE
O CPLT
● ERR

一
搬
”

ト
レ T l→ RM102保 存後

の 比 較 チェックで
RM102と Tlの 内容
に不一致が検出され
ました。

ケーフルを接続し直し
再度実行してください。
同じ現象の場合は修理
を依頼してください。

O LOAD
O CMPR
◎ SAVE
O CPLT
◎ ERR

RM102→Tl転 送後の
比較チェックでRM102
とTlのレジスタカ Yス
データにのみ不一致
が検出されました。

O LOAD
O CMPR
◎ SAVE
O CPLT
● ERR

伝送
エラー

RM102と Tl間 の

伝送が正常に行えま
せんでした。

ケーフルを接続し直し
再度実行して<ださい。
同じ現象の場合は修理
を依頼して<ださしヽ。

● LOAD
O CMPR
◎ SAVE
O CPLT
● ERR

サイズ
エラー

本体の使用済みプロ
グラムステップ数が0
のため、正常に保存
できませんでした。

フログラムが喜き込ま
れているの本体と接続
して実行して下さい。

● LOAD
O CMPR
◎ SAVE
● CPLT
● ERR

H/W
エラー

EEPROMの 消云、叉
は書き込みに失敗し
ました。

ケープルを抜き、もう
一度本体と接続して下
さい。再度同じ現象の
場合、修理を依頼して
下さい。

O LOAD
O CMPR
◎ SAVE
● CPLT
● ERR

ヒヒPHOM

書込□数
オーメヽ

RM102の 書き込み□
数が最大値(10万 □
を越えました。

RM102に 内蔵されて
いるEEPROMの 寿命
です。
RM102を 交換してくだ
さい。
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5.5仕 様

(1)一 般仕様

(2)一 般仕様

項 目 仕様

コネクタ形状 Din 3ピン

Tl接 続ケーフコレ長 約30cm

状態表示LED 51回(LOAD,CMPR,SAVE,CPLT,ERR)

入カスイッチ 2点 (SEL,EXE)

EEPROM書 き込み回数 最大10万 □

電源 Tl本 体より供給 DC5V

消費電流 1 50rnA

外形寸法 幅30mm× 高さ90mm× 奥行き75mm
(ケーブル・突起物は含ます)

項目 仕様

伝送万式 RS232C準 拠

伝送距離 ケーブル長 約30cm

伝送速度 9600bps(固 定)

符号構成 スタートビット 1ビット(固定)

データ長  :8ビット(固定)

メ申Jティビッド奇数パ」ティ

ストップビット 1ビット(固定)
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